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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 事務局長から報告事項を申し

上げます。 

  〔議会事務局長 松本和彦登壇〕 

○議会事務局長（松本和彦） 議案書の受理につい

て申し上げます。本日、議員から決議書の追加議案

１件が提出されました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（馬場 衛） 報告事項は終わりました。 

○議長（馬場 衛） これより本日の会議を開きま

す。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問順序は、受付順により１番 三上 元

君、２番 福永桂子さん、３番 二橋益良君、４番 

加藤治司君、５番 中村博行君と決定いたします。 

 なお、福永桂子さんの一般質問に対する答弁資料

として当局から資料配付を求められましたので、こ

れを許可しております。資料はあらかじめ配付させ

ていただいておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（馬場 衛） 初めに、４番 三上 元君の

発言を許します。 

 それでは、４番 三上 元君。 

  〔４番 三上 元登壇〕 

○４番（三上 元） 三上 元でございます。一般

質問をさせていただきます。 

 デジタル時代への当市の対応について質問いたし

ます。 

 デジタル時代に向かって進んでいることを実感す

る最近でありますが、私は３つのことに特にショッ

クを最近受けました。 

 一つは、エストニアという人口130万人の国は、

既に政府におけるデジタル化のトップランナーとし

て知っておりましたが、この20年間でＧＤＰが３倍

になったことを知りました。 

 ２つ目に、取手市議会をＺｏｏｍで訪問し、この

８か月間は100％ペーパーレスの議会になったと知

ってショックを受けました。 

 ３つ目に、隣町の浜松市がデジタル通貨を本気で

研究するため予算計上すると新聞の報道がありまし

た。 

 そんなことから質問の目的でありますが、議会も、

市当局も、もっとこのテーマの重要性を真剣に捉え、

スピードアップしてデジタル時代に対応すべきだと

思いますので、当局の基本認識を問いたいという目

的の質問であります。 

 まず、質問事項に入り、１つ目でありますが、エ

ストニアがこの20年間でＧＤＰが３倍になったこと

は研究に値すると思います。一方の日本は、ＧＤＰ 

30年間ほぼ横ばい、賃金も横ばいで、気がつけば賃

金水準は韓国にも台湾にも抜かれてしまいました。 

 デジタル化を進めることで単純作業から解放され

た人々がクリエイティブな仕事に就いて付加価値を

上げたと言えるのではないでしょうか。デジタル化

はＧＤＰを向上させ、賃金上昇の効果があると考え

ます。 

 エストニアのＧＤＰの増大は、ＥＵに加盟したこ

とが大きいと思いますが、このデジタル化も何割か

は貢献したと言われております。一つの例は、税理

士の仕事がなくなったと言います。官庁のルールが

複雑なので専門家が計算するという仕事をしていま

す。それがなくなることで、税理士が他のクリエイ

ティブな仕事に就くことができるわけです。日本の

税理士は８万人、存在しております。 

 アジアでもデジタル先進国にシンガポールがあり

ます。建築確認申請書は持参すると30分で許可が下

りると雑誌に書かれており、びっくりしました。一

方の日本は、風呂敷いっぱいの書類を持っていき、
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認可に35日間かかる、高層ビルでありますと70日間

もかかる可能性があるわけでございます。このシン

ガポールも、この20年間でＧＤＰは2.5倍になって

おります。このような仕事に携わっている日本の司

法書士は２万2,000人、行政書士も２万2,000人ほど

存在いたしております。この人たちがクリエイティ

ブな仕事に就くことができるのです。 

 税理士などは現代の士族と言われておりまして、

資格を持った人たちでございますが、この事務所に

は二、三人のスタッフを抱えておりますので、士族

が15万人いるならば50万人ぐらいがその事務所で働

いているわけでございます。 

 そこで、この日本の失われた30年を取り戻すため

に大変デジタルが重要であると思っておりますので、

そのような認識で当局がこのデジタル化の推進を進

めているのだろうかという基本認識をまず問いたい

と思います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 デジタル技術を活用し、利便性の向上や作業を自

動化するといった取組は、ＤＸ推進における大切な

視点の一つであり、効率化によって時間的・人的な

余裕を生み出し、創造性や生産性を高めていくこと

は、湖西市のみならず地域全体の持続的発展を考え

る上で重要なことであると認識しております。市民

の利便性向上のため、各種認定請求や相談業務の予

約受付などの行政手続のオンライン化を推進したり、

行政事務の効率化を図るため、ＡＩ・ＲＰＡの導入

を進めていくなど、令和４年度も様々なＤＸ関連施

策の実施を予定しております。スピード感を持って

デジタル化に取り組むことで、職住近接の実現と持

続可能なまちづくりを目指してまいります。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） 答弁いただきまして、ありが

とうございます。 

 基本的な認識は私と同じような気がいたしまして、

大変うれしいわけでございますが、私といたしまし

ては、もっともっとスピード感を持って行ってほし

いなと思っているわけでございます。 

 それでは、２つ目の質問に入ります。 

 取手市議会を訪問しようと思いましたら、残念な

がらコロナの問題がありましてＺｏｏｍで結構です

と言われたわけでございます。そこで、Ｚｏｏｍで

もって訪問いたしました。そのときにまずびっくり

したのは、大変注目されている市議会ということか

ら、もうあちこちから訪問したいということが殺到

していて困ってしまうと、まずそのことを知って、

びっくりしたわけでございます。お土産をできたら

持ってきてほしくないと、お菓子の山になってしま

うと、ふるさと納税のほうに切り替えてくれません

かという意見があるというので、びっくりした次第

でございます。 

 その取手市議会は、この８か月で数字に表れる成

果を上げているようです。紙、ペーパーは９万枚削

減されたということを言っていました。当局と議会

事務局の議案書作成に係る作業量が大幅に削減され、

議会事務局の残業時間は、この４月から急減したそ

うでございます。今は、さらに１人の事務局員を削

減できないだろうかということまで進んでいるそう

でございます。 

 オンラインによる議案説明により、本会議場での

議案説明はなく、いきなり質問、そして討論という

形になりますので、本会議に要する時間も削減され、

当然、当局側の時間的な負担も少なくなっているわ

けでございます。 

 湖西市議会といたしましては、全員がこのＺｏｏ

ｍ会議に参加しておりませんので、まず、委員の意

見はほぼまとまっておりますが、全員の意見をまと

めるのには多少の時間がかかると思います。 

 次に、具体的な仕事を変更する段階になったとき

に、例として取手の市議会の方が言っていたのは、

70歳を過ぎて初めて運転免許証を取りに行くような

ぐらいに大変なのですと言っておりました。議会事

務局がリードして70歳を過ぎているような議員たち

にも一生懸命教えてくれたということを聞いており

ます。そして、当局もこれに協力をしてくれないと、

議会だけでは進めません。 
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 そこで、取手市においてはデジタル化で議会が先

行し、それにまず当局が協力する、そして今、議会

がほとんどそうなりましたから、次は当局が次々と

改革をしている、議会が遅れているのが普通なので

すが、取手市においては議会が先行するということ

が起きていたわけでございます。我々はこれから改

革しようとしているわけでございますが、当局は全

面的に協力してくれる気があるのかどうかをお伺い

したいと思います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 湖西市ＤＸ推進計画では、業務の効率化と行政運

営の生産性向上を進めていくことを方針の一つとし

ており、議会運営のデジタル化を推進することにつ

いても、コスト削減、効率化を図る上で重要な課題

の一つであると認識しております。市としましても、

庁内会議などのペーパーレス化の観点から、本年度

から庁内会議の一部でペーパーレス会議を試行する

など、順次取組を開始しております。 

 また、令和４年度には当局側もノートパソコンを

議場、委員会室に持ち込み、会議ができるようにす

ることも予定しております。 

 議会運営のデジタル化については、今後、議会側

と連携し、前向きに進めていければと考えておりま

す。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） ありがとうございます。 

 ２番目の質問も、基本認識はほとんど同じだなと

いうことで安心いたしました。 

 ちょっと関連して、このまま質問したいのですが、

取手市のこのような動きを当局は知っていたかどう

か、ちょっと企画部長にお伺いしたいのですが。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 取組があるよというのは

知っておりますが、細かいところまで、具体的なと

ころまでは把握は私自身はできておりません。以上

です。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） 了解しました。何しろ大変訪

問が相次いでいるということをお伺いいたしました

ので、ぜひ私どもはこれをもっと勉強していきたい

と思っている次第でございます。 

 ３番目の質問に移ります。 

 浜松市がデジタル通貨を本格的に導入する準備に

入ったという報道を見ました。デジタル地域通貨に、

さるぼぼコインというものがあります。これは５年

前に始めたわけでございますが、その事務局に私は

問合せをいたしました。さるぼぼコインとは、変な

名前なのですけど、高山市と飛騨市と白川村の２市

１村で行っている事業でして、事務局は飛騨信用組

合が行っております。人口の２割に当たる２万

3,000人が利用しており、今も利用額が拡大してい

ると言っておりました。そのため、うわさを聞いた

他市も、あちこちで追随をしているようですという

ことも聞きました。そこで、浜松市も本格的に勉強

する気になったのだなということを感じたわけでご

ざいます。 

 そこで、浜松市も、５年遅れましたけれども、こ

れは効果がありそうだなと思って、この議会で勉強

する予算を計上するようでございますが、湖西市も

浜松市と一緒に勉強してはどうかと期待いたしてお

りますが、現時点におけるデジタル通貨の導入に対

して勉強する気があるかどうかをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 デジタル通貨の導入は、地域経済の活性化につな

がる施策の一つであると認識しております。キャッ

シュレス化やデジタル地域通貨については、広域的

な課題として捉え、経済効果や課題などについて遠

州地域の首長で構成されます遠州広域行政推進会議

のテーマとするなど、これまでも、その枠組みの中

で研究を行ってまいりました。 

 令和４年度におきましては、市制施行50周年を契

機とした市内飲食店デジタルスタンプラリーや市内

事業者へのタブレットの配付、キャッシュレス決済

導入セミナーといった事業を通じ、まずは地域のデ

ジタル化に対する意識を高める地盤づくりを行うと

ともに、浜松市が実施するデジタル地域通貨研究事

業など、他市の事例・事業などを参考にしながら、

活用方法や運用について研究を進めたいと考えてお
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ります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） ありがとうございます。 

 既に遠州地区の市町で研究をし始めていると聞き

まして、安心いたしました。 

 実は、デジタル通貨ではなくて、地域通貨という

ものが一時注目されたこと、地域活性化という点で

デジタルでない通貨のことが一時話題になったのは

20年以上前のことでございます。私がまだ市長にな

る前、経営コンサルタントとして関心を持って、そ

のことをやっているところを訪問し、その専門家に

聞いたこともございました。けれども、それは一時

的な形で余り大きな効果がないという形で波及しま

せんでした。全国的にそれが伸びるというようなこ

とにはなりませんでした。 

 しかし、今回デジタルという形の時代に変わりま

して、地域通貨がデジタル地域通貨という形になっ

たとき、これは今、世界的にもデジタル通貨を本格

的に政府が考えている時代になったわけであります

が、20年前とは違う発展の可能性を何となく私は感

じておりますので、ぜひ、みんな勉強しているから

勉強を俺たちもしようかな程度の認識ではなくて、

これはひょっとすると大化けするかもしれないぞと

いう気持ちで取り組んでいただきたいと。 

 そして、さるぼぼコインというところも３つの自

治体が一緒に行っております。我がまちも、隣は浜

松市と豊橋市という30万人、80万人という都市に挟

まれているまちでございますので、隣との連携のよ

うなものも含めて当市の在り方はいかがなものかと

いうことを検討していただきたいと思いますが、今

のところはどうでしょう、湖西市独自でやろうとし

ているのか、あるいはもう少し広目にやろうとして

いるのかについてのお考えはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ２つあると思っていまして、その方向性は当然一

緒なのですけど、さっき企画部長が言ったとおり、

もう既に遠州サミットだったか、首長同士の意見交

換の中では浜松市長、鈴木康友市長がお話の中で、

湖西市もそうですし、磐田市とか、ちょうどいろい

ろな新しい市長が出てきたのもありますけれども、

２年前だったか、それぐらいから随分この話は出て

いますので、当然浜松市も一つだけではなくて、遠

州地域でとか、そういった広域でというような話を

いただいているし、今、実際に浜松市は予算計上し

たわけですけれども、そこから進んでいくと思って

います。 

 ちょうど昨日、議会の後で東三河で、豊橋市で浜

松市長とか豊橋市長、田原市長などともお会いして

きましたけれども、そういった三遠南信地域の広域

連携の中でも、こういった当然デジタルですけれど

も、スタートアップでとか、そういった広域連携で

やろうとしているものをやっていきましょうねとい

う話も出ましたので、これはやっぱり別に湖西市単

独で効果があればいいのですけれども、その効果を

大きくするものはやっぱり経済圏単位だと思ってい

ますので、経済圏が遠州地域なのか、三遠南信なの

か、そんな枠組みの中で議論を進めていきたいと考

えています。 

 それが１点目で、もう１点はやっぱり、これは湖

西市に限らず当たり前の話ですけれども、政府でも

議論されているとおり、ステーブルなものでなけれ

ばいけないので、今回のサイバー攻撃なんかもあり

ますけれども、随分日本銀行とか金融庁とかでも、

そういったステーブル行為の研究が進んできました

ので、そこら辺はやっぱりセキュリティの面と同時

並行で、ＤＸ全体がそうだと思いますけれども、そ

ういったものも留意しながら進めていくというのが、

地域通貨かどうかは別にして、デジタルに関しては

大変重要かなと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） もう２年も前から研究してい

るということを聞きまして、安心したという気持ち

と同時に、２年も前から研究したけど何となく余り

進んでいないなという、ちょっとそういう気も一方

ではしたわけでございます。 

 それと、浜松市と一緒にしようか、豊橋市と一緒

にしようかといったときに湖西市の抱える問題は、

新所原地域の人は圧倒的に豊橋市との連携が強いわ

けですね。浜名湖を渡りますと、渡らなくても橋が
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もうしっかりありますから、新居・鷲津の人たちは

圧倒的に浜松志向になるのですね。そうすると、豊

橋市か浜松市かというと股裂き状態になってしまう

と。三遠南信でやってしまうといいのですけど、そ

んなでかいところでやろうとなると、いろいろな意

見があって、３年たっても４年たってもまとまらな

いという感じもありまして、これからの進み方に対

して余り大き過ぎると進まないが、少な過ぎる形で

やると湖西市は股裂き状態になってしまう、そうい

う幾つかの問題を抱えているということを市長自身

が認識していることを知って、安心いたしました。 

 そうしたら最後に、質問ではありませんが、この

日本の30年間の停滞、あるいは横ばいの日本を再び

よみがえらせる重大な仕事がデジタル化ではないだ

ろうかと思っていること、そのためにもっとスピー

ドアップさせる必要があるのではないだろうかとい

うことを訴えまして、私の質問を終わります。あり

がとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、４番 三上 元君の

一般質問を終わります。 

 次に、５番 福永桂子さんの発言を許します。 

  〔５番 福永桂子登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、５番 福永桂子さ

ん。 

○５番（福永桂子） よろしくお願いいたします。

５番 福永桂子です。 

 今回は、湖西市における文化芸術振興への取組状

況について、お聞きいたします。 

 まん延防止等重点措置が３月21日まで期間延長さ

れました。再びイベントなども中止になって、もう

やはり家に引き籠もる生活をとてもつらく感じてい

る市民は多いはずです。 

 このようなコロナ禍、ソーシャルキャピタル（社

会関係資本）の価値が注目されてきています。顔の

見える活動のつながりを通して得られる人間関係や

信頼、そしてネットワークです。ソーシャルキャピ

タルが多い人ほど健康状態がよくて、そして幸福感

も高いとも言われています。防犯や災害復興、孤立

死、子育ての不安など様々な地域課題を解決する可

能性が高く、地域を活性化するとも言われています。

文化芸術の振興がこのソーシャルキャピタルの価値

に深く関わっていることを述べまして、本題に入り

たいと思います。 

 質問しようとする背景と経緯です。 

 平成29年法律第73号として、文化芸術振興基本法

の一部を改正する法律が公布、施行されました。法

律は、その地域の人々による自発的で積極的な文化

芸術振興に関する活動を尊重し、それが生み出す

様々な価値を文化芸術のさらなる継承、発展、鑑賞

や創造につなげていくことの重要性を明らかにし、

文化芸術を行政が取り組む観光・まちづくりや国際

交流・福祉・教育・産業振興など、広範囲な事業と

して位置づけています。 

 湖西市における文化芸術振興は、心豊かな社会生

活を実現するとともに、活力ある地域を構築して、

湖西市の地域力の増進を図るために必要不可欠な自

治体としての業務であると考えます。この分野は、

とかく予算が縮小されがちです。湖西市の豊かさを

感じ、住みやすい地域とするためには、市のバック

アップ体制が必要です。市の財政状況が厳しくなっ

ていく中で、優先順位をつけて事業を実施しなけれ

ばならないとは思いますが、文化芸術は人が人らし

く生きるための糧となり、共に生きる社会の基盤を

形成するものであることです。また、付加価値を生

み出して、質の高い経済活動を実現することのこの

重みをしっかりと受け止めて、具体的な施策を展開

し、推進していく必要があると考えます。 

 質問の目的です。 

 湖西市の文化芸術振興の現在の取組と課題を明ら

かにして、これからの湖西市の文化芸術に対する取

組について市の考え方をお聞きします。 

 では、質問事項１に入ります。 

 現在の湖西市の文化芸術振興の施策の主要事業の

概要と、それぞれの予算額の過去10年の推移をお聞

かせください。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。産業部長。 

  〔産業部長 山本信治登壇〕 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 初めに、お手元に配付の資料、上段の表を御覧い
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ただきたいと思います。 

 文化芸術振興の主要事業は、①文化協会と文化協

会加盟団体への活動支援のための補助、②文化協会

への委託による年３回の芸術祭の開催及び市民文芸

の刊行、③三遠南信ふるさと歌舞伎交流大会の開催、

④市民会館での自主文化公演事業、⑤小・中学生向

けの芸術鑑賞の巡回劇場の開催であり、このうち⑤

の巡回活動は、ニーズが減少したことから現在中止

をしております。 

 予算の推移としましては、合計欄のとおり、平成

25年度の予算額が最も高くなっております。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ④の自主文化公演事業なので

すけれども、市民会館でやっているとおっしゃった

のですけど、今、市民会館はないのですけど、ちょ

っとこれを具体的に誰が何をやっている事業かの御

説明をいただきたいのと、平成27年にこの自主文化

公演事業が急激に予算を減らしているのですけれど

も、これはどのような理由なのか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 平成25年７月の市民会館閉鎖後、平成27年度まで

新居地域センターで一般向けの音楽コンサート等を

開催してまいりました。実際、自主文化事業につい

ては有料公演事業でありますので、座席数が少ない

ため採算が取れないということ、また、パイプ椅子

等の鑑賞になってしまうこと等、種々の理由がござ

いまして、有料で公演を提供することが難しいとい

うことで判断をまずしております。 

 平成27年度につきまして事業のほうの検討を行い

ました結果、その際のところでは自衛隊等の音楽団

体のほうに無料の公演という形で事業のほうを実施

のほうをお願いしてございます。そのような関係か

ら、この時点で予算の額が減少されたという形にな

ってございます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ちょっと残念なお答えもあっ

たのですけれども、有料で公演事業をすることが難

しいのがやっぱり座席数が少ないこととか、いろい

ろな設備が整っていないようなことに関わっている

というところですね。 

 この法の改正によりまして、文化芸術に関する分

野がとても広範囲になりました。今後、この文化芸

術振興の予算の確保や、また、配分の仕方などは変

化せざるを得ないと推測しますけれども、どのよう

に市は合わせていかれるおつもりでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 今時点では、メインとし

て出ている４つの事業については継続していく考え

ではございますけれども、予算の配分につきまして

は、関係する方々とどういう事業を実施していくの

か、そういうのも見ながら割り振りのほうを考えて

いくというような格好をしていくということで考え

ております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。まあ言えば、

産業部門とか福祉部門とか、いろいろなところと関

係を持ちながら予算を置いていくということの理解

でよろしいですね。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 今回の法の改正の中では、

様々な分野との関連をしていかなければならないと

いうことにはなっております。現在時点では、先ほ

ど申し上げましたものにつきましては、文化ベース

の予算枠にはなっております。それ以外の枠につい

ても、いろいろな文化的な事業をされているという

ことは当然ございますので、それぞれのところの部

分でまず予算化をしていただくことは、それは当然

やっていただきたいものと認識しております。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。それを全部集

めて広い視野で見ていくということも大事かなと思

いました。 

 では、２番目に入ります。 

 湖西市の文化芸術に関する方針や実施事業に対す

るお考えをお聞かせください。 

 文化芸術基本法改正時の趣旨である、文化芸術そ

のものの振興に加え、観光・まちづくり・国際交
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流・福祉・教育・産業等文化芸術に関連する分野の

施策についても新たに法律の範囲に取り込むととも

に、文化芸術により生み出される様々な価値を文化

芸術のさらなる継承、発展及び創造につなげていく

ことの重要性を明らかにしたというこの観点を市は

どのように捉えているか、現状と課題を含め、お伺

いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 法に書かれているとおり、文化芸術に関する活動

は市からの押しつけではなく、個々の自主的な多種

多様な活動を尊重することが重要であると考えてお

ります。その中で、国の基本施策に沿い、市及び文

化協会では、年４回の芸術祭の開催を通じた文化芸

術の鑑賞機会と発表の場の提供といった個々の市民

文化活動の参画促進や文化意識の向上支援を行って

おります。 

 課題としましては、様々な団体や個人が多岐にわ

たる自由な市民文化活動をされている中で、文化協

会などの市が関与する団体以外の個人や団体への支

援が行き渡らないこと、時代による多様な文化活動

の中で個々の楽しみに重きが置かれ、従来の団体活

動による文化活動に人が集まらないことなどが課題

と考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 個々の文化活動の参加促進、

そして文化意識を高めていくという、とても大事な

ことだなと答弁を聞いて思っています。 

 そして、ちょっと御答弁を聞いて、違う分野なの

ですけれども私が思う課題を３点ほどお聞きしたい

なと思いました。 

 １つ目は、文化芸術分野の予算が削られる要因は

何かなということです。文化の振興が地域の観光・

まちづくり・産業などに関連することになったため

に、本来の文化芸術振興よりも効果が本当に見えや

すい観光・まちづくりやハード整備が優先されたり、

また、最近の民間資本導入、公民連携などもそれに

入りますけれども、導入等に頼る傾向があるように

思うのですね。それがこの文化芸術分野の予算が削

られていく要因になっているのではないかという可

能性もあるわけです。この点について湖西市はどう

なのか、現状と考えをお聞かせください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 先ほどの御覧いただいた

表のほうでも、ある程度分かるように、どうしても

事業のニーズとしてなくなってしまう部分について

は削られていってしまうということではあるかと思

います。ただ、基本的には、先ほども申しましたと

おり、文化鑑賞の機会ですとか、最低限こちらのほ

うが実施すべき事業の部分については何とか予算の

ほうを工面しまして実施していきたいと考えており

ます。自主文化公演につきましても、必要な事業に

つきましては幼児教育課のほうの予算のほうに転換

をさせるとか、事業の移転という言葉が適切かどう

かは分かりませんけれども、そういうような格好で

事業が残るようなことを考えていきたいと考えてい

ます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 予算のことも分かりますけれ

ども、最低限の必要とする事業は実施するというお

答えはちょっと寂しいかなと思います。 

 ここで私が聞いたのは、文化活動は民間の営利事

業になじまないところが多いというところなのです。

もうかるものだけが実践されて、本来の湖西市とし

て目指す文化芸術活動が置き去りにされるのではな

いかという心配なのですね。まちづくりとか、そう

いう観光の中に入ってしまった場合、公民連携を実

施することとか、そういう民間の投資が目的化しな

いように、まちづくりの中で文化芸術を導入される

場合はよく考えていただきたいなという思いです。 

 では、２点目の課題をお聞きしたいです。 

 それは、芸術文化振興と地域の生涯教育、学校教

育、福祉、産業振興との連携なのですね。現在は市

の所管も異なって、それぞれ独立して事務が執行さ

れる傾向があります。しかし、これらはとても大き

な観点から見ていく必要があると私は考えますが、

この点について湖西市の現状と、これからの進め方

について少しお聞かせください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 教育関連のほうの部署と
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連携のほうというのは必然的に取っていかなければ

ならない、それは十分認識しております。そのため

に、先ほど巡回劇場のほうがニーズがなくなったか

らというようなお話をさせていただきましたけれど

も、学校の中でいろいろな事業の展開ができますと

いうことが主な趣旨にもなりますので、そういうよ

うな格好の中で文化芸術に関するものについては生

きていっているというような認識を今しております。

全てが、ここで予算が見えていないからなくなって

しまったというようなことは想定しておりませんの

で、御理解のほういただきたいと思います。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） では、教育長に聞かないとい

けないことになるのですけれども、教育委員会と市

長部局の連携は必須だと思うのです。今の御答弁に

もあったように、やはり学校教育も、文化芸術振興

も、生涯学習の中核活動を担っているのは明らかで

す。だから、生涯学習全体の中でどのように学校教

育を考えるのかという視点が必要だとは思うのです

けれども、市長部局に生涯学習のある分野を所管さ

せるのは、ある意味、広く考えていこうということ

でよいことだとは思いますが、ただし、教育も含め

てどうだと考える必要があると思うのです。この点

について教育委員会としてはこれからどのように対

応していかれるおつもりなのか、お聞かせください。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えします。 

 なかなか難しい、大きい問題かなと思ってはいま

す。今、市長部局のほうへ文化観光課という形で出

ていますけれども、補助執行という形で出ています

ので、いろいろな決裁とか、いろいろなことの相談

というのは私のところへ当然あります。ですので、

連携がなくなったというわけではないと承知おきい

ただきたいなと思っていますし、学校のほうとの連

携というのは、それぞれの学校でそれぞれのことを、

今、文化協会だとか、そういう方々にお願いしてや

っているところであります。やっぱり前回の答弁で

も言ったように、いろいろな人とか事とか物に触れ

るということは子供たちにとってすごく大きな勉強

になると思うのです、将来にとって。ですので、い

ろいろな形で各学校は取り組んでいます。例えば、

川柳の本だとか、あるいは墨絵だとか、あるいは音

楽鑑賞だとか演劇鑑賞、こんなものもそれぞれの各

学校で行っております。ですので、それぞれの文化

芸術というのは、子供たちにとっても感性の違いを

認めたりですとか、あるいは協働することの大切さ、

こんな事柄も含めて子供の豊かな心を養うためには

必要だなと思っていますので、今後も連携していき

たいと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 何か少し安心しました。やっ

ぱり教育長に聞くと、具体的に、そして文化を尊重

した御答弁だったなと思います。本当に今のお言葉

もあったように、従来、全て生涯学習は教育委員会

であったことから、やはりノウハウや人材は教育委

員会に残っているはずですので、それをしっかりと

連携して、話合いや協力をし合っていただきたいな

と願っています。 

 それでは、３点と言ったのですけれども、３点目

が３番目の質問とすごく似ていたので、次の質問に

移ります。 

 文化芸術振興は、広く住民、多様な団体が自主的

に活動してこそ効果が期待されるものであり、行政

はそのための支援という立場が重要であると考えま

すが、市の見解、現状と課題をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 市は、文化芸術活動を行う者の自主性を尊重して

います。しかし、時代における文化の多様化やトレ

ンド、価値観の移り変わりなど、文化芸術は多種多

様であり、その自己実現のための文化芸術活動全て

を支援することは現実的に不可能でございます。 

 特に資金的な支援という面では、市の補助金の支

給基準である公益性、公平性、行政関与の必要性、

補助の効果、費用対効果などの基準に照らし、限り

のある財源の中で時代に沿った補助を行っていきま

す。 

 それ以外の支援につきましては、どのような支援

が可能なのか、市民の皆様とともに一緒に考えてま
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いりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 現場で活動している市民の下

で一緒になって考えていきたいというお答えなので

すよね。価値観も移っていきますし、なかなか、も

ちろん全て支援していくということは現実的ではな

いわけで、それはまた間違っている方向性だと思い

ます。 

 私ももちろん行政が間接的な支援を前提に進める

ことがとても大事だと思っていますけれども、住民

とか団体の意向を踏まえて進めること、これが重要

なポイントだと思います。そのためには、市と活動

団体が活動を共有して、意思疎通を図って、互いの

協力関係が大切になってくると思うのですけれども、

この点についてはどういう覚悟を持っておられるか、

お聞かせください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 皆様方の御意見のほうを

お聞きしながら取り組んでいければと思っておりま

す。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。 

 では、４番に入ります。 

 湖西市には、市の支援組織として文化芸術活動を

行う湖西市文化協会があります。委託されている事

業内容と、この10年間の文化協会への補助、登録団

体数、登録者数の推移をお伺いいたします。 

 また、市が文化協会に補助金を出している意義と

効果はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたしますが、配

付させていただきました資料の下段のほうを御覧い

ただきたいと思います。 

 文化協会への委託内容は、市民芸術祭の年３回の

開催と、あと市民文芸の発行となります。 

 それから補助金につきましては、過去10年間の平

均は年278万9,000円で、令和３年度は233万4,000円

でございますが、これは令和元年度から補助を委託

に切り替えたためで、委託費と補助金の合計金額と

しては、10年間、大きな変動はございません。 

 しかしながら、登録団体数につきましては、平成

26年度の117団体から令和３年度には77団体に、登

録者数も同年の1,487人から令和３年度は917人に減

少しております。 

 文化協会に補助金を出すのは、市の文化振興のた

め、広く文化の向上を図るとともに、市民の文化活

動を育成することを狙いとしております。文化協会

は、各団体を掌握し、各文化協会会員の熱心な活動

は文化活動の推進の牽引に寄与されていますので、

文化協会を通しての文化支援が市にとって最も効率

的かつ効果的な支援であると考えてございます。以

上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） すみません、補助金を出して

いる意義が読み取れなかったのですけど、もう一度、

聞かせてもらってもよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） では、改めて、そこの部

分だけ読み直させていただきます。 

 文化協会に補助金を出すのは、市の文化振興のた

め広く文化の向上を図るとともに、市民の文化活動

を育成することを狙いとしております。文化協会は

各団体を掌握し、各文化協会会員の熱心な活動は文

化協会の推進の牽引に寄与されていますので、文化

協会を通しての文化支援が市にとって最も効率的か

つ効果的な支援であると考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。 

 まずは、この表から御質問させていただきたいの

ですけれども、今おっしゃったように登録団体数と

登録者数が軒並み、本当に減少しているのです。そ

して、令和元年ぐらいからは100人ずつ減少してい

ると、登録者数が。これは何が問題であるのか、ど

う考えられていますか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 大きな原因として、登録

者数と合わせて登録団体の数も減っている状況でご

ざいます。こちらのほうにつきましては、団体自体

が、ある意味、高齢化になったとか、構成団体が少
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なくなったとかということもお話には聞いておりま

す。 

 また、文化協会の登録団体に対しての、従来減免

の措置があったかと思いますが、そちらのほうの部

分が使用料の改正の際になくなったという点がござ

いましたので、そこら辺の影響も若干あったのかも

しれません。そのような考え方でしております。以

上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 具体的にいろいろあると思う

のですけれども、把握されているとは思えない御答

弁なのですけれども、それが話合いによって埋まれ

ばいいなとは思います。 

 そして、令和元年から事業委託に変更されている

のですけれども、こちらのほうは元ある補助金額の

中から委託金を出されているのですね。ということ

は、合計金額はトータルとしては変わっていないけ

れども、補助金額が減らされているからということ

になりますね。これは、やっぱり団体としたら、と

ても活動がやりにくくなるのではないかなと思うの

です。卵が先か鶏が先かの話になってしまうかもし

れないのですけれども、自分たちで自由に使う補助

金と会費とで自主的に活動していたところから、市

が必要とする行事等をやらなければならなくなった

状況だと思うのです。ということは、自主的に活動

したいと思うお金がやっぱり少なくなっている、減

っている、だから会員数とか、そういう活動に新し

く結びつけることができないとも考えられると思う

のです。 

 国際交流とか、外郭団体ですけれども、こちらの

ほうはやっぱり事務費とかは市のほうから出ている

と思うのですね、人件費も出ています。なので、委

託金の中に文化協会の場合は事務局の費用や人件費

が入っていないのですね。これがすごく大変な状況

をつくり出しているのではないかなと思います。そ

れについてはどう考えていらっしゃいますか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 令和元年度の補助金と委

託金の金額の改正につきましては、教育委員会の中

で補助金につきましては本来あるべき事業に対して

の補助を行うべきだよという考え方を基にして進め

てきている中で文化協会と協議をされて、なおかつ、

補助金のほうの額から委託金のほうに、ある意味、

人件費分の金額の移転という格好で、そこの部分を

委託金の中で明確にさせたという点がございます。

ですので、そこの中に人件費は見ていないというわ

けではなくて、委託金の中に人件費があると考えて

おりますので御理解いただきたいと思います。 

 また、文化協会の中で見ている人件費分、委託の

積算のほうがちょっとおかしいのではないかとか、

そういうようなことがございませば、こちらのほう

はまた相談のほうは乗って、どういうことができる

のかということを考えていくことは可能でございま

すので、またお知らせいただければとは考えます。

以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 人件費が入っている、その辺

が何かすごいからくりのような事業委託かなと私に

は見えるのですけど、事業委託の中で当日以外の作

業は一切積算はもちろんされていないのです。でも、

当日以外の作業が物すごい大変なのですね、こうい

うイベントというのは。そして人目のつかない作業

が山ほどあったり、委託になったので事務局はもう

山ほどの書類の申請であったり、提出であったり、

報告であったりしているわけです。これが負担とな

っていることは私は明らかだなと、この表から見て

取るのですけれども、話合いを文化協会とゆっくり

していただけたらなと思います。よろしくお願いい

たします。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん、質問の途中で

すけど開会から１時間は超えておりますので、ここ

で暫時休憩を取りたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） それでは、暫時休憩といたし

ます。再開を11時15分とさせていただきます。 

午前11時03分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま
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す。 

 ５番 福永桂子さんの一般質問を続けます。５番

目の質問からどうぞ。 

○５番（福永桂子） それでは、５番目の質問に入

ります。 

 文化協会の実情から見える問題点や課題をどのよ

うに捉えていらっしゃるのか、お伺いします。 

 また、今後、協会の活性化のためにどのような支

援策をお考えかをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 先ほどの登録団体数と登録者数の推移からも分か

るように、年々、文化協会の規模が小さくなってき

ております。これは高齢化による新規加入者の不足

による団体の解消やＳＮＳを使った多種多様な文化

活動がある中で、会費を負担して団体として文化協

会に加盟する意義が見出せないなどの理由が挙げら

れます。 

 市では、生涯学習の一環として仲間づくりや伝統

文化の後継者育成の観点からも、時代の流れに任せ

ず、支援の必要性を感じております。そのため、令

和４年度から後継者育成のため文化協会に加盟する

中学生以下の会費を市が補助し、会員の活動意欲を

高めるため、文化協会に加盟する団体が活動を行う

際の活動支援補助金を支給する制度を新設して運用

を開始する予定でございます。 

 また、若年者には、文化協会への加盟方法が分か

りにくいなどもありますので、会員募集の方法など

の広報を文化協会とともに改善を行うなど、文化協

会加盟への支援を行ってまいります。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。本当

に会員数と登録団体数の減少は問題ですね。そして

若者の参加が少ない、小中高生にも活動を知っても

らう機会が余りないというところで、中学生以下の

補助というのは大変よい試みかなと私も思います。 

 いろいろな問題点と課題はあると思うのです。た

だ、ここで私がそれを並べるよりも、実際文化協会

とお話をされたほうがよく分かると思いますので、

ここで羅列することはよしておきます。 

 私の提案もあるのですけれども、これは私が様々

な情報を集めて、いろいろなところから、そして文

化協会のお話も聞いて私が判断したことですので、

文化協会が考えていることと差があるかもしれませ

ん。 

 とてもやっぱり大事なのは、事務局の報酬を市役

所が負担することではないかなと思うのです。それ

は森町の文化協会の会長とも少しお話をしたのです

けれど、このことについてではないのですけど、お

話をしている中で、森町では教育委員会付になって

いるのですね、事務局が。そして、やはり広域連携

をやっているのですけれども、磐田市とか、袋井市、

森町と３者で広域連携をやって、いろいろな活動を

されていると。そこへ目を向けるには、やはり事務

局がしっかりと安定して、そこに会員も集えて相談

とか、そういうものも話し合える、そういうものが

とても大事なのだなとお話を聞いていたときにそう

思ったのです。それで、これは私の提案です。そし

て、部長も前段の質問の御答弁で、登録団体の公共

施設の借上げ料の半額がなくなってしまったという、

それが問題かなと思いますとおっしゃったのですけ

れども、それをやはりメリットとして、もう一度戻

すということをしてはどうかなと思います。いつも

平等、不平等、ほかの団体ととおっしゃるのですけ

れども、市も文化協会のある意義と効果を本当に高

く評価されていますので、やはりそういう有効性と

いうところで考えていっていいのではないかなと思

います。 

 それから広報のことをおっしゃっていたのですけ

ど、それはもうすごくいいことだなと、ぜひどんど

んと本当に目に見えるところに文化協会の文字が浮

かぶように、まだ地域で文化協会に参加していない

団体もたくさんあるのですね。だから、そういう人

たちにまで届けることができるようにお願いしたい

なと思います。 

 そして、これは産業振興、教育振興と同じように、

文化芸術振興のためのさらなる投資はやはり必要で

はないか、起爆剤がいるのではないかなという思い

はあります。 
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 ここで、一つ一つの課題や提案に御答弁をいただ

くというつもりは私はないのです。大事なことは一

度現場に出向かれて、市と文化協会でじっくり話し

合って、問題点や課題を共有していただきたい思い

です。そして課題解決へと進めていただきたいなと

思うのです、どうでしょうか、この提案は。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 様々な御提案ありがとう

ございました。最終的にたどり着くのは、市のほう

と文化協会とやっぱり一緒になって文化のことにつ

いて盛り上げていくということがいずれ必要になっ

てくるということは認識しておりますので、当然の

こと、文化協会のほうと膝を突き合わせて、意見を

交換しながら盛り上げていきたいと考えております

ので、御理解いただければと思います。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 大変うれしい御答弁です。ぜ

ひ早急によろしくお願いしたいです。 

 では、６番に移ります。 

 湖西市における文化芸術振興の方針や実施事業を

より住民に分かりやすくするために、湖西市文化芸

術振興の基本計画や方針等を策定するお考えはあり

ますか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 平成29年に改正された文化芸術振興基本法の一部

を改正する法律で、地方公共団体も地方文化芸術推

進計画の策定の努力義務があるところではございま

すが、湖西市では第２次湖西市教育振興基本計画に

基づき、事業を推進しているところでございます。 

 今後、湖西市教育振興基本計画の改定の際に、文

化関係のことをさらに明記できる事業がないかどう

か、文化協会とともに連携をして考えていきたいと

考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 今のところ一本立てにして、

文化芸術振興の基本計画はやるつもりはないという

お答えですね。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お言葉としては、そうな

ります。 

 ただ、教育振興計画につきましても、生涯学習の

関係の計画につきましても、文化に関する記載が随

分ございます。そちらのほうの中身のほうも充実し

ていくことも重要かと思いますので、まずはそちら

のほうを見据えて、それで文化芸術に関する計画の

ほうを策定する時期が来れば、その時点で新たなも

のとしてできればと考えております。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） もう一つだけ聞いておきたい

のですけれども、文化芸術活動は、活動する場所と

か、交流の場がもう絶対に必要です。そして市がこ

の振興に対してどの程度の予算を確保するのか、ま

た、どのような方にどのように活動してもらうのか、

そして市がどのような支援を行うのか、それを明確

にする必要があると思うのです。市民に対しても明

確にする必要があります。これをこれから基本計画

の中に担保していこうと思われているのか、ちょっ

とお聞きしたいです。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 議員おっしゃるとおりに

分かりやすい計画というのが必要だとは思います。

ですので、先ほども申し上げましたとおり、必要な

ものについて、基本計画等を改正する段なり、いい

タイミングがございましたら、そういうようなこと

も記載し、なおかつ、そこの中で予算等いろいろな

諸事情のものを記載ができるのであれば、それにこ

したことはございませんけれども、その際には担保

できる形のものをどうできるのかは考えていきたい

と思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ぜひともやってくれと言って

いるのではなくて、こういうふうに明確にする必要

があるものをきちんと盛り込んで市民に示せるのか

ということが基本ですね。 

 私はやっぱり住民に対して、湖西市は文化芸術に

も力を入れていますよ、豊かな地域を形成すること

を目指しているのですというアピールはやはりすべ
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きと思っています、どちらにしろですね。 

 これを持ってきたので議長にもお許しを請ってい

ますけれども、三島市がこのような文化振興基本計

画を出しているのです。もちろんそれは静岡県が出

しているものから派生しているわけですけれども、

大変分かりやすく、本当に分かりやすくされていま

して、もしよかったら研究材料にしていただければ

うれしいです。 

 最後なのですけれども、こちらのほうも議長にお

許しをいただいて市民文芸をお示しするのですけれ

ども、文化協会が編集に責任を持っているわけです

けれども、その中で、とても感動的な文章があった

ので少し御紹介いたします。 

 文化ホールは社会関係資本の好例である。自分も

そうであるが、人々は経済的に豊かであると同時に、

豊かな文化の香るまちに住みたい。よいホールには

一流の演奏家、芸術家や団体が集い、寄席や講演会、

さらには展示会が実現する。健康で文化的な心豊か

な生活こそが穏やかで持続的発展につながり、人々

を会場へと誘引する要素となる。 

 旧市民会館の存在したときは、国内外の高名なオ

ーケストラ、合唱団、ピアニストをはじめとする演

奏家の来場があり、また、時事講演会も多く催され

た記憶が懐かしい。悪く言えば、魅力的な催事が、

今は浜松市、豊橋市のはざまで素通りの感がします。

もっともっと湖西市に来てほしいのである。同時に、

市民もこのような本格的な会場を再び得て、練習に

励み、晴れがましく発表会に挑みたいものである。

旧市民会館ができた当時、このような施設に感謝し

て、嬉々として練習の成果を演じた思い出がある。 

 私はこの文章を読みまして、心がすごい温かくな

るのを感じたのです。この方の人生のひとときが、

文化振興によって彩られているわけです。これって、

もう本当にとても大事なことだと思っています。こ

こに読み上げたこの文章は普遍的な価値観と言える

のではないかなと思います。 

 ほかにも、いろいろと意見とか思いが寄せられて

います。とてもいいものです。 

 そして、最後に市長にお聞きしたいと思います。 

 予算が限られている状況で、どの事業にどう予算

を配分するかは、それによってもちろん自治体の特

色、湖西市の特色が出てきます。福祉や教育や産業

に目が行きがちなのですけれども、人口減少を食い

止めるためには、心が豊かな質の高い生活がやはり

必要と思うのです。だからこそ、産業振興や、また

教育振興と同じように、文化芸術振興のための投資

がさらに必要と思います。今読み上げました文章の

内容は、多くの人の心にある思いでもあると思うの

です。現在は、新居地域センターの改修をしっかり

やっていただくことがもちろん先決です、お願いし

たい。でも、将来、文化の香るまちづくりを進めて

いく上で、新しい市民ホールを将来的に建設しても

いいのではないかと思われる気持ちはあるのか、最

後にお聞きしたいです。すみません、２点になって

しまいましたけど、よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ２点かどうかは分からないですけど、今聞いてい

る限りのお話としては、当然そこは、いろいろな政

策が湖西市としてもあるわけで、さっきおっしゃっ

た文化ももちろん重要な一つでありますし、職住近

接と申し上げていますけれども、これは湖西市がと

にかく生き残っていくというか、人口減少の中でも

しっかりと持続可能であるということを、当然全て

ができれば一番いいですけれども、その中でやるべ

きこと、すべきこと、やらなければならないことを

順次行っていると。それは文化もそうだし、教育、

産業、先ほど施政方針等で申し上げた４本柱だとか、

子育て支援、また、中長期での土地の利活用とか、

モノづくりの人材育成や産業ネットワークというこ

とが、これからの、そういった文化を含めた政策実

現のための手段としてやっていくことだということ

は申し上げておきたいと思っております。それが多

分１点目というのか、今行っていることであるし、

当然その中の同時並行としての文化だとか教育だと

かというものは進めていくと、これは限られた財源

200億円なのか、それが300億円、400億円あれば、

当然それはもっともっとできるかもしれませんけれ

ども、お金の問題だけではなくて、先ほどの額では

なくて、中学生以下への若い世代への支援も含めた
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新しい取組なんかもこれから進めていきたいと思っ

ています、それが１点目。 

 ２点目のホールに関しては、これはもうコロナ禍

で市民会議の皆様にも様々御検討いただいて、新居

地域センターはやっぱりバリアフリーだとか使いや

すい、これは高齢者の方から、文化協会も含めてし

っかりと御要望をいただいていますので、そういっ

たところで自分たちが習い事だとか、そういった発

表をする場として使いやすいホールを造っていきた

いと思っています。 

 さらに、その次のステップとしては、これは今ち

ょうど造っている最中ではありますけれども、この

市役所とか、もう発表している給食センター、消防

防災センター、市役所、湖西病院ももう修繕時期を

迎えていますし、様々な、これから高度経済成長期

の昭和40年・50年代に造ったハード施設の大改修だ

ったり建て替え、学校も含めて大きなものがもう順

番待ちをしていますので、当然その中でもどういっ

たものを造っていくかという中で、文化ホールも含

めた複合施設というものは、この今の緊急性だとか

必要性も含めた中で明らかにしていきたい、それは

しっかりやっていきたいと思っております。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。文化

施設を含めた複合施設を次のステップにと、ぜひそ

こへ持っていっていただきたいなと感じます。人生

をやっぱり豊かにして、それが市の発展につながっ

ていく、とても大事な分野だと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 将来にわたって、やっぱり住み続けたいまちづく

りのために、豊かで質の高い文化都市を目指すべき

ではないかなと私は思っています。 

 これで、私の質問は終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、５番 福永桂子さん

の一般質問を終わります。 

 次に、18番 二橋益良君の発言を許します。 

  〔18番 二橋益良登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、18番 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 18番 二橋益良。施政方針に

ついての質問をさせていただきます。 

 まず、背景や経緯でございますけれども、湖西市

は市制50周年を迎え、半世紀ほどたった節目の年で

あるが、一昨年から続く新型コロナウイルスの感染

拡大により世界的に社会経済は打撃を受け、過去に

経験の数少ない事態となっております。また、近々

では、ロシアのウクライナ侵攻によっても、人道的

かつ経済の混乱は予測不能な事態の影響と相まって

懸念される状況であります。湖西市にとっても、人

命と、なおかつ持続可能な発展が危ぶまれる事態と

なっております。また、次期、令和４年度の行政運

営も予測のつかない状況が懸念されていると思いま

すが、令和３年度の実績に基づいた説明があったわ

けでございますが、その中で影山市政の所信に向け、

厳しい選択と集中が問われる中での方針が出された

わけであります。令和３年度の課題と問題点を改善

するための施政方針と受け止め、幾つかの課題につ

いてお聞きしたいと思います。 

 質問の目的ですけれども、令和３年度の課題をど

う改善し、令和４年度に反映していくかが問われる

施政方針であると思います。課題と改善に向けた方

針をお聞きします。 

 それでは、１番の質問、項に沿って質問しており

ますので、まず、「安全・安心、医療福祉」につい

てという項で質問させていただきます。 

 新型コロナへの対応の中で、経済活動の活性化に

努め、事業支援などを継続して行っているとあるが、

コロナ禍以降の産業支援を湖西市独自の施策として

どのようにお考えか、お聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 まずは、今、議員からもありましたとおり、もう

新型コロナ禍ということで、まだまだオミクロン等

が収束とまではいかない中、昨日でしたか、答弁に

もありましたけれども、湖西病院をはじめ医師会の

皆様は、本当に連日ＰＣＲ検査や入院されている患

者さんもいらっしゃいます、自宅療養への食料支援

なども行っていますし、ワクチン接種等も、当然こ
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れで３回目や小児接種も始まろうとしておりますの

で、そういった御尽力をいただいている皆様は、本

当にもう２年以上にわたっておりますので、改めて

感謝を申し上げたいと思います。 

 同時に、やはりウィズコロナなのか、今、議員が

おっしゃったコロナ禍以降、アフターコロナという

のか、そこへの中長期な産業施策もしっかりやって

いかなければならないわけで、これは施政方針です

とか、先般の令和４年度予算の発表でも申し上げた

ところですので、何よりもやっぱり今の産業、これ

はコロナだけではなくて、半導体ですとか、今のロ

シアのウクライナ侵攻等で物流も含めた調達が非常

に不透明になっていくという様々な状況を乗り越え

て持続的な発展をしていかなければならない、そう

いった企業への産業への支援というのは行政として

も不可欠だと考えております。 

 １つ目は、やはりそういったモノづくりの人材育

成ですとか、中小企業の抱える問題解決に向けた産

業ネットワークを構築していく、さらには２つ目の

商工業用地です。これは製造業だけではなくて、運

輸業だとか、もちろんサービス業の方々からも事業

用地が欲しいよということを言われておりますので、

この土地の利活用の推進を中長期ですが進めていか

なければならないと思っております。 

 また、やはりカーボンニュートラル、ゼロカーボ

ンシティですとか、先ほどあったＤＸの推進なども、

これは企業が存続していく、また、さらに発展して

いく、そういった中での大変重要な手段だと思って

おりますので、ここは引き続き省エネルギーの診断

への支援だとか、先ほども触れましたデジタルスタ

ンプラリーみたいな店舗への50周年での展開、こう

いったものを展開していきたいと思っておりますし、

新規では、50周年として申し上げた創業とか、スタ

ートアップ新規事業の立上げによって経済の新陳代

謝を活性化するということもありますので、佐吉の

郷スタートアップ支援事業ということで、未来の湖

西提案事業のリニューアルを予定しておりますけれ

ども、こういった新規の取組なんかも組み合わせな

がら、これは全産業に向けて新規創業、また継続支

援、こういったことを市としても短期、中長期合わ

せやっていきたいと考えており、やはり湖西市が抱

えている課題そのものを、もちろんコロナ禍もそう

ですけれども、その先を見据えて中長期で行ってい

きたいと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今ざっと大枠な説明があった

ものですから、まずコロナの対策としては、過去に

は小学校を閉鎖したとか、あるいは、いろいろな手

だてを打ってきたわけですけど、今よく見ると、ま

さにあのときの小学校の閉鎖が正しかったのか、今

やらなければいけないのかという疑問があるわけで

ございます。 

 そんな中で、特にこのワクチン接種については、

湖西市の場合には平均より少し早目に接種ができて

いる状況ではないかなと思います。コロナって、最

終的には、私は当然将来的にもこうしたものはあり

得ると考えておりますので、常にそうした中で今の、

とにかくコロナを検証をしっかりしていただいて、

まず対策をこれからもう一回練り直すと、処方箋と

いうか、これが一番いい方法だなという方法をつか

んでいただきたい。あれもやり、これもやりという

のはちょっと複雑化して、煩雑化して難しくなるの

ではないかなと思いますので、その点をこれからお

願いさせていただくと同時に、やはり湖西市という

のはモノづくりの産業のまちでございますので、大

手というか、そういう方面にどうしても目が行って

しまうのですけれども、一番大事なのは、一番この

被害を受けたのはやはりサービス業、飲食店、ここ

を今の状況での支援は、国がやる制度、あるいは県

がやる制度で対応しているわけでございますが、本

来、湖西市として何をどうするかということはやは

り必要ではないかなと思います。これから湖西市独

自の支援策をぜひ考えていただきたいと思いますけ

ど、その辺はどうなのですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 冒頭のワクチンに関しては、おっしゃるとおり、

おかげさまで大変これは担当の皆さんもすごく今は

充実対応いただいて、僕も個人的には今週２回目か

ら６か月になるのですけれども、ちょうど６か月と
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その直前ぐらいに通知をいただきまして、もうほぼ

64歳以下でも６か月での予約と接種が大分整ってき

た、大分着実に進んでいるということを実感して感

謝しているところです。 

 今、議員からもあったとおり、サービス業だった

り飲食業だったり、もちろん中小企業とか、こうい

ったところ、それぞれの苦しみというか、お悩みが

あろうかと思います。今の第６波というか、もうこ

こまで来ると、まん延防止等重点措置にしても国だ

ろうと県であろうと何ら新たな対策は出していない

わけで、そこは今はとにかく家庭内だったり、高齢

者施設だったり、そこの感染予防防止に尽きるのか

なと思っておりますけれども、やはりそこからさら

に何をしていくか、これからアフターコロナで、Ｌ

ＩＮＥのクーポン等々は今延長させていただいて、

時期を見計らってやりたいと、前回、非常にこれは

好評でしたので、高齢な方々等も含めて、ＤＸも絡

めてのことでもありますので、こういったことをや

っていったりですとか、議員がおっしゃった第６波

とは言わず、その前の第５波以前ぐらいまででは、

例えば、休業支援の協力金でありますとか、サポー

ト補助金だとか、社会保険労務士にお願いするよう

なバックアップの補助金だとか、そういったものは

商工会などとも御要望いただいたり、意見交換の中

で生まれてきたものがありますので、さらに今度は

先ほどのＬＩＮＥのクーポンもそうですけれども、

やはり飲食店とか、小売店、そういったところに対

してどういったものが必要とされていて、何がとい

うのは、やはりこの後のアフターコロナと合わせて

独自策も含めた検討というか、実行はやっていかな

ければならないと思っております。これが湖西市だ

けなのか、やはり経済圏として浜松市・豊橋市を含

めてのものなのかはまた調整だと思っておりますけ

れども、必要な施策を行っていきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 社会というのは、これからも

そうなのですけれども、いろいろな困難が待ち受け

ています。そういう困難の事象をしっかり検証して、

次のステップに持っていくという大事な作業がこの

後あると思いますので、何でもそうですけれども、

やはりその事象をしっかり捉えるというところから

ぜひ始めていっていただければと思います。 

 それから、あと今の飲食店等々の問題は、どうし

ても最近はチェーン店が大分多くなってきて、地元

の既存の事業者というのは存続が非常に難しくなっ

ています。しかしながら、湖西市の中にやっぱりし

っかりとまずは支援をして保っていかなければなら

ないというものは、やっぱり市としてもバックアッ

プをしっかりしていかなければならないと思います

ので、その辺のすみ分けもぜひお願いしたいと思い

ます。 

 それから、今度は２番のほう。 

 次に、どうしてもこの湖西市では大きな問題にな

っております畜産臭気の対策でございますが、今、

県と連携し改善策の検討をどのように進めているの

か、そして今後どのような対策を考えているのか、

お聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これもやはり中長期というか、従来から行ってい

るところではありますけれども、年々策を考えなが

ら今進めているところでありまして、特に今年から

というか、この令和３年度からは庁内の中でも環境

だけではない、産業だけではない、横断的にプロジ

ェクトチームという形で臭気対策のプロジェクトチ

ームを立ち上げさせていただきました。企画や産業、

環境、様々な関係者に、これは横断的に行っていた

だいております。 

 また、今、議員のあった静岡県畜産技術研究所中

小家畜研究センター、こういったところからもアド

バイスなんかは継続的にいただいて、御協力をいた

だいておりますので、今回新たな取組として、今年

初めて全畜産の事業者の方々、僕も出させていただ

きましたけれども、との意見交換をさせていただい

て、また今度行わせていただく予定ですけれども、

全部の事業者に参加いただいてやっていく、今まで

も個別に、Ａ事業者とかＢ事業者にモニターだとか、

個別の実証実験をやっていただくことはあったので

すけれども、全部の方に参加いただいて意見交換を
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して、さらには戸別訪問だとか、専門的なアドバイ

スを県からいただいたり、実証実験を行っていただ

く、また、臭気のモニタリングを全部でさせていた

だくというのは初めての取組として今回させていた

だいたところです。当然これは１回やって終わりで

はありませんので、これから臭気の測定というのは

継続的にモニタリングをしていかなければいけませ

んし、県との連携も引き続きやっていかなければな

らない、これはなかなか技術的なものも含めて市だ

けでは限界がありますので、そういった専門家の

方々とも連携しながら実証実験を、これは事業者の

方々も前向きに捉えていただいておりますので、こ

れはやはり継続的に取り組まなければいけないと考

えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 多分、過去の事例から、こん

なものというような想像のつくような対策で、いつ

もその繰返しが非常に元になってしまっているとい

うように受け止められます。 

 そうではなくて、例えば、今年50周年、この事業

展開というのは、今のコロナの状況だとなかなか難

しいところがたくさんありますので、50周年事業の

経費を、要するにこの湖西市で一番課題になってい

るところに持っていくことも一つの50周年の事業で

はないかなと思いますので、今後その対策として、

やはり中途半端な対策をしていると改善にはならな

いのですよね。思い切った対策が功を奏すというか、

そういうことをやっぱりしっかりと理解していって

いただければと思いますが、そうした思い切った転

換というのはどうですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 もちろんこれをやればもう根本的に解決するとい

うものがあれば、これは臭気対策に限らずですけれ

ども、それをやっていくのだと思います。臭気、臭

いの対策に関しては、全国的にもう完全にシャット

アウトした事例があるというか、そういった事例が

なかなか国だとか県に聞いても、そこは完全にやっ

ぱりシャットアウトした事例はなかなかなくて、結

局、人里離れた山の中に移転せざるを得なかったと

か、そんな話が返ってくるのであって、前もお話し

したかもしれませんけど、臭いを90％カットしても

残りの10％を人間の鼻は感知してしまって臭いを感

じてしまうというのは、これはもういかんともしが

たいものですから、当然そこはこれだというものが

あれば、そこに対して集中的な資源を投入していく

というのはやっていきたいと思っております。その

ための今、脱臭の技術だとか、そういったものは県

とも連携しながら実証実験を行っているわけで、あ

とは民間の事業者の方からも、こういった消臭とい

うか、臭いが取れますよという御提案もいただくこ

ともありますから、そこはやっぱり、そういった実

証というかエビデンスを踏まえて、これが効果があ

ります、本当にもう完全にシャットアウトできます、

もしくは消臭ができますというものがあれば、そこ

は行っていきたいと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） では、３番目お願いします。 

 同じく、このコロナ禍で先ほどの臭気の対策では

ございますが、消費減速、事業者に対しては非常に

厳しい状況になっていると。そんな中で脱臭設備投

資の意欲が非常に難しいのではないかなと思います。

その支援策が十分な効果があるかどうか、お聞きし

たいと思います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これはもちろん効果のある政策をやっていかなけ

ればいけないと思っておりますし、ここに関しては

事業者の皆さんは、この対策というか事業に関して

は前向きに捉えていただいておりますので、もちろ

ん今コロナ禍で苦しいところもあると思います。例

えば、さっきあった飲食店の休業とか時短とかで消

費が減退しているですとか、小売店等で、スーパー

等では豚肉等が好調と聞いていますけれども、いず

れにしても全体経済が傷んでいる中で苦しい状況に

あるということだったり、今回のロシア・ウクライ

ナの前から原材料価格であったりだとか、原油価格

等々、これは高騰していることでやはり固定費が上

がっているというような状況もあろうかと思います。

そんな中で、やはり臭気対策は一緒になって今、前
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向きに努力していただいておりますので、こういっ

た臭気測定、臭いをしっかりとこれからもモニタリ

ングしていくですとか、先ほどの繰り返しですけれ

ども、脱臭設備とか消臭飼料、効果的なものをこれ

は一つずつ購入いただく、それに対して支援をして

いくということが、地道な努力が必要だと思ってお

りますので、これは引き続き、今の設置した臭気の

プロジェクトチームがありますし、ここを継続しな

がら県の専門家の施設、研究所だとか、そういった

ところと連携を取りながら臭気対策はできるものを、

前向きなもの、効果のあるものを導入を続けていき

たいと思っておりますし、効果に関しても測定を続

けていきたいと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 市長おっしゃるとおり、ゼロ

にはこれはなりません。前にも私が担当課のほうに

もお話ししたのは、毎年毎年臭いが改善しているで

はないかと市民に見られることが一番大事なことで

はないかなと。ですから、10％なくなった、20％な

くなった、こういう一つの評価が、やはり臭気なも

のですから、なかなか数字に表しにくいかも分かり

ませんが、その効果が出ていることを市民にやっぱ

り理解していただくということが一番大事なことか

なと思いますし、この臭気対策については、特に設

備投資に関しましては私は非常に今の施策では難し

いと思います。なぜかと申しますと、本当に少ない

利益の中で設備に高額なお金をかける、補助金はあ

るけれども自己負担もあるわけですよね。こういう

状況を目の当たりに見ながら同じ施策を打っていく

ということは、なかなか改善ができていない、でき

ないということだと思います。先ほど市長もおっし

ゃられるように、移転してほかのところにというこ

とになると湖西市の産業はなくなります。ですから、

やっぱり湖西豚というのはすごいブランドなもので

すから、残すためには何をやるかということはやっ

ぱり設備投資しかないと思いますので、今の補助制

度では非常に難しいのではないかなと思います。何

か新たな設備投資のお考えがあったら、お願いしま

す。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 さすがに、今すぐこれだというものは、なかなか

今までも密閉型とか、消臭飼料だとか、様々なもの

を繰り返してきております。やっぱり一番の効果が

あるのは、今、議員がおっしゃるとおり、完全な豚

舎ごと密閉化するというのが一番効果があるのかな

というのは意見交換の中でもありますので、そこに

対して、これはもう設備投資額も大きいし、当然そ

れを支援するとなったら、市の事業支援額も大きい

ものになろうかと思っております。その中で、やっ

ぱりそれが効果があるのだということであれば、全

部ではなくても、ではどこからとか、先ほどのモニ

タリングをしながら、どこからやっていけば、市民

に対しての、もしくはこの市内での臭気がどこがシ

ャットアウトできるというのも、効果を踏まえなが

ら、そこはやっていかなければいけないかなと思っ

ております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） これは一つの考え方なのです

けれども、設備投資というのは本来は事業者負担と

いうのが原則なのだけれども、事業者は生産過程に

これがあるわけではないのですよね。本来なら生産

過程にあれば設備投資なのですよ。だけども、それ

を臭気対策として余分な事業を打たなければならな

いというジレンマがあると思うのですよね。 

 例えば、そういう建屋を造った場合には償却資産

にもなりますし、決して市が全額負担だって、そん

なに大きなリスクではないと思います。これから、

ぜひこの補助制度をもう少し検討していく必要があ

ると思いますので、ぜひ前向きにお考えしていただ

ければと思います。 

 では、次の質問、４番です。 

 同じ項目ですけれども、この項なのですけれども、

コーちゃんタクシー、これを市内全域へ対象拡大す

るということではありますが、ＪＲ駅周辺地域を除

外したという理由は多分あると思うのですけれども、

ちょっと私も疑問に思いますので、お聞きしたいと

思います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 
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 これはもちろんＪＲ駅も含めて、全部例外なく拡

大したいというのはやまやまですので、これは全く、

二橋議員であったり、ほかの方もそうかもしれませ

んけれども、そこはもうそのとおりやりたいのはや

まやまだということは御理解いただきたいと思って

おります。そのためにずっと進めてきたわけですし、

利便性は市民全体に向上させていきたいというのは

同じ思いでやっております。 

 今回に関しては、やはりこれまでも実証実験中、

タクシーの事業会社、遠鉄タクシーに大分これはお

世話になりながら進めて数年間来ましたので、今回、

では南部、北部だけではなくて全域にという中で、

今の遠鉄タクシーの運行可能な台数だと、駅も含め

た全域に拡大したときに、利用が増えた場合に予約

がもうさばき切れないというか、これは非常に構造

的な問題で、単に湖西市に台数を増やすだけではな

くて、遠鉄タクシー全体で、例えば、今、これは全

体で運転手の不足ということも言われていますので、

結果的に台数が不足してしまうし、単純に台数を今

増やせばいいという問題ではないということが非常

にそこは現実問題として分かってきましたので、市

内全域にしたいのは我々としてももちろんですけれ

ども、そういった構造的な問題も解決しなければい

けないということが大事だと思っております。なの

で、今はやっぱり予約をお断りしないような範囲で

利便性を向上させるために、原則、駅周辺以外は拡

大ということで、あとは当然可能な限り、これから

対象地域を駅周辺にも拡大していきたいと思ってお

ります。 

 駅周辺については、前どこかで答えたような記憶

があるのですけれども、公共施設であったり、スー

パーだとか病院だとか、比較的それはＪＲ駅周辺の

ほうが利便性は相対的に高いものですから、今、駅

から遠い方々、こういったところも相対的な利便性

を向上させるのが優先だろうということで、今回の

こういったコーちゃんタクシーの利用環境の改善を

させていただきましたので、もちろんこれがこれか

ら何より利用されるお客様が増えて、もちろん運転

手も確保できたと、そういったタクシー業界という

か運輸業界全体の振興につながれば、当然ここは台

数も増やしていこうということになろうかと思いま

すので、やっぱりまずは拡大して、利用客数を増や

して皆さんに御利用いただくというのは、ぜひこれ

は一緒に、議員の皆様にも御理解いただいて、御協

力いただいて、そして、そういった実績を持って、

例外なく市内の全てに拡大したいということを事業

者のほうと調整できたらなと思っております。以上

です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 一つ、ここで問題点だけ指摘

しておきますけれども、駅周辺のどこで区切りをす

るかという、これはもう学区の問題として非常に大

きな問題ですよね。 

 それと、もう一つは、デマンドはお迎えに来てく

れるけれども、コーちゃんバスはそこまで出向かな

ければいけない、このリスク、こうしたものは当然

課題の裏にあるということをぜひ勘案していただい

て、より効果的な公共交通として推進いただくのと

同時に、今まで北部・南部で実証をしたこの経緯と

いうのはちょっと検討しなければいけないと思うの

ですよね。コーちゃんバスのほうが利用がいいのか、

あるいはデマンドのほうがいいのか、あるいは経費

的にどうなのかと、あるいは、もうどちらかを廃止

して、どちらかを優先するとか、この検証をやっぱ

りすべきだと思いますので、今後の対策としてお願

いしたいと思います。 

 では、この項目を終わります。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君、まだ質問の途中

ですけど、ここでお昼の休憩を取りたいと思います。

よろしいでしょうか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 暫時休憩といたします。再開

は午後１時といたします。 

午後０時01分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 18番 二橋益良君の一般質問を続けます。５番目

の質問からどうぞ。二橋益良君。 
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○18番（二橋益良） それでは、次に、項目の「子

育て・教育の充実」ということで、５番目の質問に

移りたいと思います。 

 まず、子ども・家庭総合支援拠点の創設とありま

すが、これにより切れ目のない支援はどのようにお

考えか、お聞きします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 前日だったか、担当部長からも少しお話をさせて

いただきましたけれども、今回のこの子ども・家庭

総合支援拠点、育ちの応援ステーションという形で

愛称をつけていただきましたけれども、やはり妊娠

期から子育て期までの期間ずっと、切れ目のない支

援と、これはもちろんこのステーションだけではな

くて、関係部署だったり関係機関と連携していくと

いうことですけれども、そういった機能をもって、

妊娠時から子育て期まで支援していくということを

湖西市として明確にさせていただきましたし、もち

ろんその機能として果たしていかなければならない

と思っておりますので、当然現在でもそういった相

談業務であったり、支援業務もやっているわけです

けれども、まずはここでワンストップで相談窓口等

を受けさせていただきたいと思っておりますので、

こういった拠点が設置されるということで、体制と

しても専門職の職員を含めて増員させていただく予

定でおりますので、また、これは人事異動等もあり

ますけれども、その形で４月からスタートさせてい

ただいて、機能を充実させていくということを考え

ております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） これでやっと子供の施策とい

うか、これが一元化できて、特にこの拠点で専門員

を創設して、一応切れ目のないサービスという形で

はないかなと思います。まさに望んでいたようにな

ったなとは思いますけれども、なかなかこれは非常

に難しい話で、それぞれの問題点が全て連動するか

って、そうじゃありませんので、そこはぜひ総枠的

に捉えながらも、なおかつ、一つ一つの事業をうま

く展開するという形でぜひお願いしたいと思います。 

 それでは、次の質問に移りたいと思います。 

 先ほどの子ども・家庭総合支援拠点の創設で、コ

ロナ禍に、今、一応大きな問題としては、まず不登

校児童、それから発達障害、あるいは、もう少し掘

り下げますと子供の貧困に対する対策はどのように

なされるのか、お願いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 まず、結論から申し上げると、やっぱりその辺、

議員おっしゃるとおりの不登校の児童生徒だったり、

発達支援が必要な方々という、また、子供の貧困、

こういったものは、もちろん湖西市に限らずですけ

れども大変重要な課題だと思っておりますので、そ

ういった課題に対して相談体制からして充実させて

対応させていただくということかと思っております。 

 やはり育ちの応援ステーションがまずはワンスト

ップの相談窓口として、当然ここで解決できるもの

は解決できたらいいと思っていますけれども、関係

部署だったり、関係機関だったり、ここと連携して

行っていくということでありますので。今出た中だ

と、例えば１つ目の不登校の児童生徒に関しまして

は学校との連携も当然必要でしょうし、障害児等に

関する支援とか行政サービス、これは地域福祉課を

はじめとした関係部局、また、発達支援等に関して

は母子保健部門だとか教育委員会だとか、それはそ

れぞれの部局と連携してやっていくということだと

思っております。子供の貧困に関しても、これはも

う当然まずは実態把握も必要なのですけれども、学

校とか教育委員会とか、そういった関係部局、地域

福祉課ももちろんそうですけれども、それぞれケー

スが一律ではないかと思いますので、それぞれのケ

ースに応じた形で、この育ちの応援ステーションを

中心に拠点として連携していくということかなと思

っておりますので、まずはワンストップで受けた上

で関係機関とも適切に連携していきたいと考えてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 先般、同僚議員からも同じよ

うな質問がございまして、その中でちょっとびっく

りしたのは、この市内の不登校の児童が非常に多い

と感じられました。ある時期までは、やっぱり親の



１７８ 

責任だ、親の責任を果たせという言い方で家庭にそ

れぞれの責任があったわけでございますけれども、

今は申し訳ないけれども本当に親が責任を負えるか

といったら、非常にそこら辺は未知数だなと。あと

は何があるかといったら、やっぱり行政側で、ある

いは教育委員会のほうでやるしかないなと思います

けれども、これは一つの例なのですけれども、岡崎

小学校のとある校長が、当時うちの近くに不登校の

児童が２人おりまして、同じ兄弟だったのですけれ

ども、頻繁に校長先生がその家庭を訪問しながら、

非常に熱心によく見ておりました。やっぱりそうい

う地道なことが一つの支援の根底にあるかなと思い

ますので、ぜひそうした意味でも、大変ではござい

ますけれども、行政側がしっかりここを支えていか

ないと、今の現状を変えるというのはなかなか難し

いです。これから、そうして欲を言いますと、やっ

ぱり親の教育というか、親になるためには学校の教

育が基になっておりますので、磐田市にあるような

報徳、こうしたしっかりと人間の土台づくりをして、

初めてそれが親になってそれを継承していくという

ことではないかなと思いますので、また、そういう

対策を今後ぜひお願いしたいと思います。 

 それと、あとは非常に問題なのは子供の貧困です。

最近見ていますと、特にひとり親が多く、女性が育

てるというのは非常に難しい、だから過去には、ち

ょっとでも我慢して離婚とか、そういう方向になら

ないように家族ぐるみで支え合ったというような時

代があったのですけれども、今はそういうことが平

然として行われている。特に保育園なんかを見ると、

女性のひとり親が非常に多くなって、そのために子

供の貧困が増えていると。社会が増えたのでなくて、

人間がそうさせているということを自覚していただ

きたいと思います。ですから、これからの教育とい

うのは、もっともっと大事に育てないといけないな

と考えております。 

 いずれにしろ、これから特に行政だけではなくて、

やっぱり民間にもそういう支援をするＮＰＯがどん

どんできてきて、民間のノウハウで幅広いサービス

をするということを心がけていただくとありがたい

のですけれども、そうした民間での施策はいかがで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 議員おっしゃるとおりで、やっぱりまずは御家庭

の中があると思うのですけれども、やはり家庭だけ

で悩まないようにというか、それは行政であったり、

学校であったり、地域であったり、様々なところで

みんなが支えていかないといけないというのはおっ

しゃるとおりだと思っております。この前の質疑で

も、ヤングケアラーとか、そういうお話も出ました

けれども、子供の貧困、こういったところは当然家

庭だけではなくて、行政だとか地域だとか、そうい

ったところと連携していく。 

 今、議員がおっしゃった民間のＮＰＯだったり、

様々な事業体において、今でも、そういった親の学

校みたいなという形で、名称ですけれども、そうい

った形で産後のケアだとか、もしくは支え合ってい

こうという取組を、湖西市の方だけではありません

けれども始めていただいてもおりますので、そうい

たところと具体的に今すぐにどこと何をというのは

これから同時並行的にやっていかなければいけない

と思っておりますけれども、これはやっぱり家庭だ

け行政だけではなくて、そういった関係機関とも一

緒に力を合わせてやっていきたいと思っております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） その場合も、こうしたＮＰＯ

法人等々をぜひ育成することも、やっぱり行政側が

指導していかないかんのじゃないかなと思います。

悲しいかな、一つの例をたとえて申しますと、お子

さんが２人いて、１人はもう社会人なのだけどニー

トで仕事をしない。まだ学校へ行っている子供がも

う一人いて、その子のためにも親は身を削って就業

しているということで、特にパートなものですから、

その１時間が非常に大事なわけでございますので、

立ち仕事なんかで非常に疲れていても我慢してやっ

ているというような状況が現実にあるということを

ぜひ踏まえて、今後の対策にしていただければと思

います。 

 それでは、次に移りますけど、「産業の振興につ
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いて」ということで、市内企業から工業用地の確保

についての要望は過去から多くありました。市内の

企業確保を前提とした今後の工業用用地の拡大をど

のように計画しているのか、お聞きしたいと思いま

す。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 少し冒頭でも触れさせていただきましたけれども、

また、ほかの質疑でもあったかもしれませんが、い

わゆる工業用地、これは議員もよく御案内のとおり、

これまでも、また直接湖西市役所にであったりです

とか、商工会を通じてであったりですとか、個別の

企業な方々をはじめ、様々な形で御要望をいただい

ております。この前の土地利活用の推進本部を立ち

上げて、これまでに開催した中では、ざっくりとで

すけれども20ヘクタールから30ヘクタールぐらい、

トータルで土地の取得要望があるということが今、

数字として分かっております。また、現在進行形で

当然御相談とか御要望がありますので、これも土地

利活用の推進本部の事務局を窓口にして、市役所の

中でも窓口を一元化させていただきましたので、そ

の中でリアルタイムに状況等が把握できて、また、

市内の関係業者、不動産関係だとか、そういったと

ころと情報を共有していくようにできるようになっ

たと思っております。やっぱりこれは、これからの

持続可能な湖西市のためには当然重要かつ必要不可

欠ですので、市内の企業が事業を拡張したりですと

か集約したりですとか、もしくは沿岸部からの移転

ももちろんそうですし、様々な、今、御要望が寄せ

られておりますので、こういったサプライチェーン

を継続させていくだとか、強靭化していくという観

点で継続して、これは行政としても取り組んでいか

なければいけないと思っておりますので、現在進行

形で、今、南と北とあると思っていますけれども、

南は御案内どおり50ヘクタールの浜名湖の西岸区画

整理事業と大倉戸茶屋町線が大分形が見えてきまし

た、来年の一部操業開始に向けて。また、さらに今、

県とも連携する形で開発可能性調査を行っておりま

すので、この西岸の周辺であったりですとか、北側

の浜松湖西豊橋道路、これはもう議員をはじめ有志

の方々が何度も要望いただいているとおり、インタ

ーチェンジの場所だとかルートが決まりましたので、

その周辺が大きな可能性があろうかと思っておりま

す。こういった道路周辺だとか、今決まっている区

画整理の周辺を踏まえて、御要望にお答えできる形

で着実に進めていくということは市としてもしっか

りやっていきたいと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今、市長からの説明のとおり、

新たに県の経営局を交えながら、今、検討中という

ところもございます。しかしながら、前に総合計画

で位置づけた新産業拠点地域、これはＥＶを中心に

用地拡大をしていくという構想があるのですけれど

も、一つ私も気がついて、いろいろ国のそういう施

策のところにもお尋ねしたことがあるのですけれど

も、あそこは本来だと総合計画というのは事業計画

があって、そのエリアを決めていくというのが本来

の手法だと思うのですよ。どうも湖西市の今のエリ

アというのは、あの中に保安林から何からがいろい

ろあって、開発が非常に難しいけれども拠点区域と

してもう決めちゃっていると。だから、国のほうの

考え方としては、事業計画があって初めて区域を決

めたのでしょう、その事業計画ってどうですかとい

う問合せもありました。今、湖西の総合計画という

のは、そのぐらいにぼやっとしたものかなという心

配がございます。本来なら、そういう区域を決めた

ら区域の将来的な計画が初めて裏づけがあって、だ

けども一番問題点は、名指しで言うと、ある企業の

周りには保安林、これを解除しないと、その企業は

拡大できないとか、そういうことがあるのですけれ

ども、ここの総合計画では、それを全部くくっちゃ

っているという、区域を決めたのにできないと、こ

れでは意味がないものですから、ここら辺はどうな

のですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これもおっしゃるとおりで、今の既存の状況、企

業も含めて今の立地状況と、それから未来のあるべ

き姿というのか、開発可能性、両方で考えないとい

けないと思っております。土地の利用は本当に様々
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な関連規制がありますので一筋縄ではいかないのは

承知しておりますし、個別に、これも保安林だとか、

土地の用途に関しては非常に厳しい部分もあります

けれども、ただ実際の需要がここにあってとか、そ

れは経済効率も含めてであると承知しておりますの

で、その中でできることから順次やっていく、繰り

返しですけれども、土地に関しては時間のかかるこ

ともありますので、用途地域も含めて、変更は変更

で考えなければいけませんし、そこは一番の市の発

展に対してどうやってアプローチしていくかという

ことだと思っておりますので、既存で今できること、

さらには、そういった用途地域を含めた利活用の方

策を変えていくこと、保安林の解除も含めて、そこ

は個別個別に進めていかないといけないと思ってお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） まずいことに、日本の国とい

うのは要するに国が全部統括して、上位の法律があ

って、この中で地域でやりなさいよと言われても、

上位の法律がかぶっているところに何もできないと

いう矛盾さがあります。 

 しかしながら、過去には保安林解除やなんかで、

すごく政治的レベルもあったかも分かりませんけれ

ども解除しながら、この湖西市の開発をやってきた

という経緯もございますので、ぜひそういうところ

も学びながら、決してこの湖西市のまちづくりが国

のものでも何でもないものですから、湖西市のため

にやるのだったら、もっと骨を折っていただきたい

なと思います。 

 それでは、最後の項目に行きます。 

 職住近接、これはもう、今、影山市長が本当に看

板のように言いながら、そして、それをメインにい

ろいろ頑張っていただいているということで、過去

から、平成30年当時、これを提唱しながら、確かに

この間の報告では206件もそれが可能になったとい

うことですけれども、考えてみますとまだ五、六年

で、これだけの拡大しかできなかったかなというこ

とも、ちょっと皮肉で申し上げますと、そういう形

でございますので、ぜひこの課題は、どこにどんな

課題があるかというのは、確かに行政というのはお

金を申し込むことも、要するに財政もそこについて

くるものですから、どうしても制約があります。ど

こにそのお金を集中的に使うかということのほうが

大事かなと。 

 それと、先ほどお話ししたように、例えば償却資

産とか、あるいはそこに住んでいただければ、当然

固定資産税、あるいは住民税が市に入るわけでござ

いますので、今ここで大きな投資をしても、それは

10年・20年後には必ず返ってくると、こういうこと

ではないかなと思いますので、思い切った施策が必

要だなと思います。これについて何か市長が感じら

れる一番の課題というのはどうですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 課題というか思うことは何時間あってもしゃべり

尽くさないかなという気がしますけれども、今のま

ず御質問の中にあった、やっぱり市というか行政と

してやっているのは、税金を財源にやらせていただ

いているので、もちろん思い切ってやりたいし、や

っているつもりですけれども、やはり民間企業では

こうだだとか、これは利益もそうですし、損失とい

うか損切とかも含めて、特損とかを計上するような

民間企業のやり方ができないものですから、そこは

なかなか苦しい部分は、これは行政共通の悩みでは

ないかなと思っております。それはちょっといかん

ともしがたいことですけれども、もう課題という意

味では、そういった体制であったりだとか、制約条

件であったり、さっきの土地をはじめ法令の縛りで

あったりとか、規制改革もやっていかないといけな

いと思いますし、予算面でも制約があるかなという

のは日々感じておりますけれども、それを言ってい

ても仕方がないので、やっぱり何をもって、これか

ら改善していかないといけないか、常に改善の意識

を持って、湖西市なら湖西市が持続可能であるため

に、人口減少はこれからどこの自治体でも確保しな

ければいけない課題だけれども、それを克服するた

めには、そういった意識というか、それに対してど

うすれば克服できるかという、市民皆さんの意識、

方向性を同じくすることが一番の課題であり、解決

方法なのかなと思っております。 
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 自分のこと、もしくは自分のおうちのこと、自分

の地域のこと、自分の会社のことだけではなくて、

それはそれでもちろん大事なことだと思いますので、

さらに広い視野というか、一歩、客観的に広く見て

いただいて、湖西市のまちづくりといいますか、ま

ちづくりを自分のこととして、よく自分ごと化会議

とかありますけれども、自分事として捉えていただ

くということが一番の、あまり奇をてらったことも

できませんから、真っ当に行っていく中で、ほかの

御質疑でもありましたけれども、教育なのか文化な

のか産業なのか環境なのか、様々それは自分たちが

考える優先順位というのはあると思いますけれども、

じゃあ市全体で考えたら、まず第一がこの事業です

ねということを自分事として考えて、全体的に進め

ていくということが、これはどの施策をやるに当た

っても大事なのであって、やっぱり市役所だけが、

行政だけがやるのではなくて、お互いにできること

をやっていきましょう、さっきの議員のあったＮＰ

Ｏもそうだし、企業もそうだし、様々な立場ででき

ることをやっていくということが一番大事かなと思

っております。ちょっと答えになっているか分かり

ませんけれども、以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 大変失礼かも分かりませんけ

ど、影山市長は財務省の出身なものですから、どう

してもお金のほうの計算を多分すると思うのですけ

れども、適当な、適度な、要するに財政支援という

のはあまり効果がないのですよね。効果を見るなら

思い切った投資をして、投資が要するに利益が上が

ってくれば、それはツーペイでオーケーという観点

から、月並みな施策は非常に、無駄じゃないけれど

も効果がでないと。ですから、一番評価されている

のは、職住近接で市内に住んでいただく、特に若い

方々から非常にこの施策は好評であります。好評で

あるけれども数がなかなか増えてこないというとこ

ろも、どこかにもう一つ課題があるかなと。そうい

う意味でも、ぜひいろいろな意味で勘案していただ

いて、先ほどの計画区域とか等々をなぜ話をしたか

というと、要するにまちづくりの大前提はマスター

プランで掲げる土地利用からまちづくりって始まっ

てくると思うのですよ。昔から、戦国時代以前から、

城下町を中心にするとか、あるいは門前町にすると

か、やっぱり区画整理をして、あの当時からもう区

画整理は始まっていたのですよ。ですから、そうい

う施策を打って、まちづくりをやったと。ですから、

これはマスタープランが基になる、そのマスタープ

ランの基は人口なのです、御存じのように。要する

に人口をどれだけに設定するかは、その人口の増加

をどうマスタープランで受け止めていくか、ここに

尽きるかと思いますので、今後はぜひ課題を常に抽

出する姿と、その課題を克服する姿を見ながら、

我々議会のほうもしっかりと精査していきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。以

上で、質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、18番 二橋益良君の

一般質問を終わります。 

 次に、２番 加藤治司君の発言を許します。 

  〔２番 加藤治司登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、２番 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） ２番 加藤治司です。施政方

針について質問いたします。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、令和４年度

の施政方針で、コロナ禍の厳しい状況の中、予算案

に裏づけされた施策を引き続き全力投球で進める決

意表明を確認しました。また、予算案の概要説明で

は、法人税、市民税等の歳入減少に見合った歳出構

造への転換を図るとありますが、予算編成方針で要

求基準額は基本額から２％引くという大方針があり、

編成過程での努力がうかがわれました。 

 次に、施策ですが、４本柱に加え、カーボンニュ

ートラル、ＤＸの推進等の横断的施策を推進して、

湖西市のスローガンである、働くまちから暮らすま

ちへ、職住近接を推進するとあります。この職住近

接は、他の市町村から湖西市に転入するということ

ですが、市外から湖西市を眺めたとき、転入の意思

決定を阻害する要因は何かを把握し、早急に対策を

進めていただきたいと強く願います。 

 質問の目的ですが、湖西市内外の方から話を伺う

と、安心・安全面では津波対策、環境面では臭気対

策が話題になることが多い、この津波と臭気の対策
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について伺います。 

 まず、津波対策では、浜松市の防潮堤と湖西市の

避難タワーを比較され、湖西市の防潮堤設置予定を

質問されることがあります。施政方針では、津波避

難施設空白域解消から防潮堤整備を視野に入れた防

災対策を市民の皆さんと考えたいとありますが、早

急に防潮堤整備計画を作成し、実行計画をアピール

していただけるかを伺います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 まず、津波政策に入る前に、今、議員から御質問

の中でありました職住近接というのは転入だけでは

なくて、元から申し上げているのはやはり転出防止

ですね、これが非常に大きい施策であると認識して

いまして、前に調べた、あまり今数字も変わってい

ないと思いますけれども、やはり高校卒業もしくは

大学等を卒業して湖西市に就職される方々というの

は、独身寮とかアパートに最初は住むのですけれど

も、結婚や出産等で家を建てよう、家を買おうとい

うときに、豊橋市とか浜松市に行かれる方が一定数

いらっしゃると。ここを転出を防止して、住もっか

「こさい」、まさに湖西市に家を建てて、家を買っ

て定住してもらおうというのが大事だと思います。

もちろん、今、ワーケーションみたいな形でウィズ

コロナとともに転入に関してもやっていくし、やっ

ていっておりますけれども、この両面から進めてい

るということを御理解いただけるとありがたいかな

と思っております。 

 その中でも、今、御質問のありました津波対策、

防災ですね、これはもう議員の御指摘の４本柱の一

つの中で、「安全・安心、医療福祉」ということは

うたわせていただいているとおり、当然職住近接に

も関わりますし、市民の皆様の安全・安心に関わる

ということは大事な政策であると認識しております。 

 まず、これは施政方針でも述べさせていただきま

したけれども、命を守るということで、これまでも

命山ですとか津波避難タワーは各地区に整備を進め

てまいりました。令和３年10月には、４番目の津波

避難施設の高師山地区津波避難タワーが完成したと

いうのは議員も御案内のとおりかと思いますけれど

も、まずはここで津波避難の施設空白域が解消され

たということで、一つ、命を守るという点での意義

はあったのだと考えております。 

 また、当然これは造って終わりではなくて、地域

の皆様、自主防だとか、そういった方々と共に防災

訓練ですとか、こういった自助や共助による防災力

の向上ということは大事ですので、現在進行形で取

り組ませていただいているところです。 

 さらに、今後はという御質問ですので、やはり命

と、さらに財産も、財産というのはおうちだったり、

工場だったり、会社だったりということになろうか

と思いますけれども、いつ来るか分からない、例え

ば、南海トラフもそうですし、それに伴う津波等も

様々な形で今予想がされておりますので、そういっ

た被害を防止したり、極力軽減するということが大

変大事になってきます。ですので、来月でもう令和

４年度が開始いたしますけれども、この令和４年度

から基本的には２年間ぐらいの期間中にと思ってい

ますけれども、市全体で、もちろん市内の沿岸部、

南側の遠州灘に面した地域だけではなくて、内陸、

これは市の北部であったり、新所原地区であったり、

そういった高台もあろうかと思いますけれども、市

全体での財産を守る対策、防潮堤整備の度合いも含

めた合意形成を図っていきたいと思っております。 

 湖西市全体を見てみると、やっぱり様々な地域特

性がありますので、そこに対してハード面での整備

なのか、ソフト面での政策なのか、様々これはバラ

ンスを取りながら進めていかなければならないと思

っていますので、やはり津波を含めた防災のまちづ

くり、防潮堤の整備の方針も含めて、令和５年度ぐ

らいまでにはしっかりとそこは合意形成を図ってい

きたいと思っております。 

 まずは、議員のおっしゃったとおり、命を守るこ

とに関しては今回の高師山の津波避難タワーで達成

ができましたので、まずは、そういった命を守ると

ころは高台避難とか命山とか津波避難タワーがあり

ますよということはしっかりと情報発信をしていっ

て、ハザードマップなんかもつくる予定にしており
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ますけれども、そういった地域の防災訓練等々で活

用いただきながら、さらに次のステップに向かって

は、これはなかなか市だけでということも、財政的

にももちろんそうですけれども、国や県などと要望

活動も含めて連携をしながら進めていかなければな

らないと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 今言われた概要は了解いたし

ました。 

 先ほど言われましたように津波に関して命を守る

対策の完成を受けて、今後は財産を守る対策を進め

ることは職住近接に近づくとのことですが、財産を

守る防潮堤の整備については時間と費用がかかるこ

とは承知しております。今後の推進計画の作成と並

行し、命山や津波避難タワーの完成によって津波避

難施設空白域が解消されたことなど、湖西市の安全

に対する取組について市内外へ発信することが職住

近接につながると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これは議員のおっしゃるとおりですので、まずは

現時点でこういった命を守るというか、命山だった

り、有事の際、災害発生時のときには、こういった

施設がありますよ、こういったところに避難できま

すよ、してくださいねということを市民の方々はも

ちろんですけれども、別のところで観光の質問等も

ありましたけれども、湖西市に訪れていただいてい

る方を含めて、そこは周知を図っていく、啓発をし

ていく、様々な公共施設や観光施設なんかもありま

すので、そこは一体となってやっていかないといけ

ないと思っています。 

 具体的には、やっぱり津波に関していえば、もう

本当に想定できる最大のというか、いわゆるＬ１、

Ｌ２とあるＬ２クラスだと、およそ25分ぐらいで浸

水すると言われておりますので、そういった時間内

に命山なのか、津波避難タワーなのか、その他の津

波避難ビルみたいな形でも設定させて、民間の方々

と協力してさせていただいておりますので、そこに

避難してください、避難経路はこうですということ

を引き続き周知を図っていきたいし、情報発信は必

要ですので、しっかりやっていきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 今言われたように命を守る津

波避難施設の説明や発信をできるだけ早くお願いい

たします。 

 先ほど来年度から令和５年度にかけて地域住民と

の合意形成を図りながら防潮堤の整備を視野に入れ

た計画の策定に取りかかるとのことでしたが、もう

少し、どのような内容を考えておられるのかをお願

いいたします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これはなかなか、今、予断を持ってというか、こ

れからそういった市民の方々、もちろん専門家の

方々も含めてですけれども、との合意形成になろう

かと思いますので、予断というか予見を持ってこう

だということは僕としても今はニュートラルに進め

ていきたいと考えておりますので、今ある材料とい

うか資料としては、これも議員御案内のとおり、立

地適正化計画をつくったときの津波の想定のシミュ

レーションが何通りか示されております。そのとき

に防潮堤をここまで整備した場合には、これだけの

浸水が防げますよ、もしくは軽減できますよ、その

ときには費用は何十億円ですよ、何百億円ですよと

いうのが出ておりますので、この材料を基に、沿岸

部の方はもちろんですけれども、湖西市としての事

業になろうかと思いますので、湖西市の中でもどこ

どこ地区だけではなくて、市全体の地域の方々との

議論の結果として合意形成が図れたらいいなと思っ

ていますし、これはぜひ市の事業だけではなくて、

やっぱり県や国などと連携をして、財政支援等々、

技術支援はもちろんですけれども、受けながら進め

ていけたらいいなと思っていますので、様々そうい

った毎年の県要望だとか、国も含めてさせていただ

いていますので、ぜひそこは議員にも有志に加わっ

ていただけるとありがたいかなと思っております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 何度も言いますけれども職住
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近接を進める上で、先ほど市長もおっしゃいました

ように転入だけでなくて転出のほうというような配

慮を考えても、やっぱり津波対策は重要なことで、

湖西市に住んでもらうために安全・安心は差し迫っ

た大切な課題と思います。命山とか津波避難タワー

等のＰＲに合わせて、湖西市の津波対策、津波防災

が市内外に見える形で人の集まるところにアピール

するような形を早期に実施していただきたいと思い

ます。 

 また、大規模事業は、先ほどもるる言われますよ

うに市単独では難しいと思いますので、県のほうに

も要望を出している静岡モデル等の早期の着実な推

進を期待しております。 

 以上で、津波関連は終わります。 

 次に、２番目ですけれども、先ほど同僚議員から

も質問がありましたけれども、畜産臭気対策につい

て質問します。 

 畜産臭気は、家庭での生活が長い女性の方からの

苦情が非常に多くて、口コミで湖西市外へ広がって

います。令和３年５月に設置された庁内の臭気対策

チームの目的も、計画に書いてありますように職住

近接を実現するため、早期に臭気の抑制を図るとあ

り、スケジュールでは令和４年４月から改善対策実

施とあります。臭気対策チームのこれまでの活動と、

これから実施する改善案の具体的内容、また、早期

に改善対策を市民にアピールしていただけるかを伺

います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 前の答弁と重複するかもしれませんけれども、臭

気対策のプロジェクトチームに関しましては、昨年

の５月に市役所の中を横断する形で様々な部局の方

に組織いただいて、活動を続けております。もちろ

ん県の、先ほど申し上げた中小家畜研究センター、

こちらのほうからも連携してアドバイス等々もいた

だいているところです。 

 この１年、少し触れましたけれども、市内の全養

豚事業者の方々との意見交換ですとか、それで全養

豚事業者に御協力いただいての臭気の測定調査モニ

タリング、そして県が、これは継続研究ですけれど

も、臭気対策の装置の実証実験ということも市内の

養豚場で行わせていただいたところですし、また、

継続するものは継続していくということになってお

ります。 

 今回の臭気の測定の調査の中では、やはり事前に

予想されたというか、堆肥の攪拌作業、そういった

ところで臭気が出るだろう、数値が上がるだろうと

予想していた作業以外のところでも数値が上がった

りですとか、調査は複数回行わせていただきました

けれども、２回でも１回目と２回目で数字に違いが

あったりですとか、これはなかなか難しいといいま

すか、また、攪拌の作業でも実際臭いが出ていない、

数値が低いというような事業所があったりとか、

様々な調査結果があって、やっぱりそれを１個１個

検証していかないといけないですし、継続的にモニ

タリング、臭気の指数の調査は続けていかないとい

けないということが分かってきました。当然その状

況を確認して、できることから、養豚場内の清掃で

すとか、管理方式ですとか、もちろん消臭剤、消臭

肥料、そういったものを続けていただいていますし、

先ほどの別の質問にもあった施設の改修だとか、そ

ういった臭気の抑制対策というのは現在進行形で行

わせていただいております。なかなかこれも繰り返

しで、全国的にも苦労しているので、100％とか、

完全なシャットアウトというのは今すぐにというこ

とではありませんけれども、まずはこの臭気対策の

プロジェクトチームが中心となって、これを継続し

ながら、県との連携も含めて強化していって、新た

な臭気対策の技術なんかも実証実験を共同で行った

りということだったり、さっきの大規模な設備投資

も含めた事業者の支援、こういったものも充実させ

ていく必要があろうかと思っております。これは行

政だけではなくて、事業者の皆さんと方向性は同じ

ほうを向いていますので、それをやっていくと。 

 そして、やっぱり議員のおっしゃったとおり、御

家庭だったり、あとは養豚場の近くの企業とか工場

からも従業員の方からもお話が出ていて、企業とし

ても苦慮していると、そういった臭気対策には協力

したいと企業からもおっしゃっていただいていると

ころもありますので、そういったところと連携しな
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がら、また、今言ったような取組の状況については、

こういうことを取り組んでいますよということをし

っかり情報発信とＰＲをして、市民の方であったり、

企業の方に知っていただくというのも大事かなと思

っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 今言われました今回の臭気測

定調査で、今まで気がつかなかった発生要因がある

ということは大変重要なことで、対策もそれに合わ

せて行っていけば、今までよりは効果が上がるので

はないかなと思います。 

 そういう中で、チームとして静岡県の中小家畜研

究センターにも協力してもらいということをされて

いるのですけれども、最近いろいろな資料等を読み

ますと、小規模の普及型のバイオマス発電システム

で臭気を消すのと発電をして収入を得るという情報

事例が多々がありますけれども、こういうようなこ

とを対策チームで検討されたことはありますか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 こういった小規模のバイオマスというか、メタン

の発生というので発電だったりですとか、近隣自治

体も含めて、やっている、もしくは始めていくとい

うのは承知しております。それが有効であれば、も

ちろん導入していきたいと思っていますし、さっき

議員もおっしゃったとおり、やっぱり攪拌作業なの

か攪拌作業以外なのかとか、こういった実証なり調

査をしてみて新たに分かったことなどもありますの

で、そういった分析の結果として、これが有効だと

いうことであれば使っていきたいですし、様々な、

今、臭気の対策というか減少というか、さっきもあ

ったとおり民間事業者の方とか、メーカーの方から

も御提案をいただいておりますので、このバイオマ

スの発電システムもそうですし、ほかの似たような

システムもありますけれども、そういったものを一

つ一つ、全部一気にというわけにはいきませんので、

効果的なものをやっぱり県の研究所とも連携しなが

らやっていくことが必要かなと思っております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） いろいろなことを調査し研究

しているのですけれども、その発生源に合わせた対

策のマッチングがいい効果を生むと思いますので、

よろしくお願いします。 

 それと、先般、白須賀地区に、先ほどもちょっと

話が出ましたか、大規模な養豚場が設置の情報をも

らって、補助金等の話を伺いましたけれども、今、

一番チャンスというか、養豚場の設計段階でやっぱ

りどういうことが盛り込まれているかを確認してい

ただくのが重要ではないかなと思います。また、今

確認していなければ、今後確認する予定はあります

かということを伺いたいです。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 さっきの別の答弁でもあったとおり、やっぱり大

規模な設備投資、これは今、行政のほうから設備投

資をというわけではなくて、やっぱり改修だとか建

て替えだとか、これは養豚場に限らず学校とかもそ

うですけれども、そういった機会を捉まえて、効果

的な施策をやるのが一番のチャンスだと思っており

ます。 

 今回の、今、議員がおっしゃった白須賀に関して

も、大規模な設置に合わせてウインドウレス型の畜

舎ということで、中の臭気が外に出るのも減少した

り、抑えたりすることができる設備の導入ですとか、

縦型のコンポストによって発酵を早めて臭気を低減

させるとか、様々な、今回の設備投資をきっかけに

導入いただいているものもありますので、やはりそ

ういった機会を捉まえて、我々としても、ここだけ

ではなくて、順次そういった機会も捉まえて行って

いくことが大事だと思ってやっていきたいと思いま

す。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） その大規模養豚場に対して、

いろいろ調べられて、対策なりも確認しておられる

ということで安心しましたけれども、大規模という

ことは、それだけ臭いも大規模に発生する養豚場だ

と理解しますので、そこら辺が後手後手に回らない

ように、せっかくのチャンスですのでよろしくお願

いしたいと思います。 
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 最後に、今、転入転出を阻害する要因でというこ

とで津波と臭気を話しましたけれども、近い将来、

大規模な工場や工業団地が整備され、そこで働く従

業員の方とか家族も増えて、人口増加の可能性が大

きいと思われますが、臭気対策や津波対策は、そう

いうものに向けて差し迫った重要な課題ですので、

それが５年、10年、長い目で見て住みやすい環境、

安心な環境をつくるという意味で、早目にいろいろ

な対策が明確になって、いつまでに何をするという

ことが具体的にアピールできるように一つお願いし

て、早期に進むことを期待いたして終わります。 

 以上で、終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、２番 加藤治司君の

一般質問を終わります。 

 次に、16番 中村博行君の発言を許します。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、16番 中村博行君。 

○16番（中村博行） 施政方針について、お願いし

ます。 

 質問しようとする背景と経緯ですが、施政方針の

中にあった１つ目の「安全・安心、医療福祉」で、

湖西病院等、市内外の医療機関と救急体制や診療内

容における役割分担・病病連携を深め、地域医療の

充実と経営改善に努めますとありますが、具体的な

ことが見えません。 

 質問の目的、湖西病院の経営改善を目指すという

ことで質問事項に入ります。 

 湖西病院と市内外の医療機関と救急体制や診療内

容における役割分担・病病連携を深め、地域の充実

をどのように進めるのか、お伺いします。大分広い

内容ですので、できれば区分けしてお答えいただく

とありがたいのですが、一応そういうことでお願い

します。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 冒頭、これは前も言ったかもしれないですけど、

施政方針とか所信表明は、当然、私としての方針を

述べさせていただいておりますけれども、全てを具

体的に話すと、５枚が10枚になっても何時間しゃべ

っても、そこはお話しし尽くせませんので、それは

御理解をぜひいただければと思っております。 

 本題ですけれども、まずは湖西病院をはじめ、今

の地域医療体制は、これはもう今コロナ禍、浜松市

も相当、今、逼迫をしていると聞いていますし、湖

西病院、また地域の医師会の皆様も、本当に休みな

しで、ワクチン接種を含めた、また、入院患者の

方々も増えて今フルで当たっていただいていると湖

西病院からも聞いておりますので、ここに関しては

非常に感謝を重ねて申し上げたいと思っております。 

 もちろんコロナ禍であっても、また、アフターコ

ロナに向けて地域医療の充実ということは、議員が

おっしゃるとおり大切で進めなければいけないと思

っておりますので、これまで言ってきたとおりの湖

西市外の、いわゆる高度急性期の医療機関、そうい

ったところとの連携強化で、湖西病院だけでは、も

しくは市内の病院だけではできない診療をカバーし

ていただくということに加えて、そこで治療をいた

だいた、手術等をいただいた患者さんを、回復期の

患者さんを受け入れるということで、湖西病院で、

そういった回復期患者の増、入院患者の増、経営改

善にもつなげていきたいと思っているのが一つ。 

 また、もう１個は、これは市外だけではなくて、

市内の診療所も含めて、あとは医療機関だとか、当

然救急搬送するのは消防、救急隊の皆さんでありま

すので、市内での連携強化ということも、今、現在

進行形でさせていただいております。やはりこれは

24時間365日、急病の方とかは搬送しなければいけ

ません。そして、今コロナ禍で様々受入れ等も本当

に御苦労いただきながら消防の皆さん、また、病院

の皆さんにも受け入れていただいております。地域

では、湖西病院はもちろんですけれども、もう具体

名を出しても御本人には御理解いただけると思うの

で、あえて浜名病院の具先生とかと申し上げますけ

れども、そういった浜名病院の皆さんとも、当然、

地元医師会も含めてですけれども、救急の受入れ態

勢等も連携を強化といいますか、役割分担を話をさ

せていただいているところです。どうしても夜間と

かは当直の体制になりますので、じゃあ湖西病院は
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当直の方は今日こういった専門、内科なら内科です

よ、浜名病院は外科ですよとか、そういった役割分

担で救急搬送がさらにスムーズになるということを、

消防救急、また、地元の医師会も含めてさせていた

だいているところですので、こういった連携をさら

に強化することで、地域医療の強化、当然市民サー

ビスの向上ということにつながろうかと思います。 

 このコロナ禍ですので、これは浜名病院を含め、

地元の医師会の皆さんは本当に大変な状況ですので、

今すぐ開始しましょうねとか、今すぐ連携協定を結

びましょうねということには、第６波が収まらない

と、ならないとは思っておりますけれども、できる

だけ速やかに、また、年度が変わって体制も湖西病

院を含めて新たな体制にもなりますので、そういっ

たことも捉まえて、こういった連携体制、連携協定

を強化させていただいて、地域医療の強化につなげ

ていきたいと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 内容的には、そのとおりだと

思いますので、進めてもらいたいと思います。 

 だけど、こういう内容というのは、具体的に大勢

の医療機関が関わっていく部分なものですから、担

当部署というか、中心になって進める部署とか、計

画とか、予算とかがついていないとなかなか進まな

いと思うのですが、その辺はどういうふうにお考え

ですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 何の担当なのか分からないのであれですけれども、

市外との連携強化は湖西病院が中心となって進めて

いますし、市内での連携強化は、これは湖西病院は

もちろんですけれども、健康福祉部だとか消防だと

か、それぞれが現状と課題と強化策というものは医

師会との連携も含めてやっていただいておりますの

で、そこはしっかりとやっていきたいと思っており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） いろいろ考えてみると、今ま

で湖西病院には病院改革プランというものがあって、

それを中心にある程度進めてきたと思っているので

すが、今だと、その改革プランも予算さえついてな

いと。それで、議員全員協議会でも私はそういうも

のを出してほしいという話をしているのですが出て

こないという形ですので、具体的にそれはいつの段

階でも、やっぱりこういう方向でいくよというよう

な市長の方針に従って計画を書いて、それに沿って

進めていくのが行政として必要ではないかと思うも

のですから、そういうものを具体的に、コロナ禍で

あっても、そういう進め方をしてもらいたいと私は

思うのですが、その辺はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 病院改革プラン、もうこれは改訂版まで、当然コ

ロナ禍の始まった頃までに改訂版も中身も含めて用

意をしておりましたし、別に示せと言われれば幾ら

でも示せますので。ただ、現状、今、このコロナの

第６波も含めて一生懸命やっている中で、ではこれ

を出してどうだというのがいつまでにするのだとい

うのはなかなかお示しできないというのは、これは

３か月に１回ぐらいずつ言っているような気がしま

すけれども、コロナ後を見据えて、こういうことを

やっていきますよというのはお示しができると思い

ます。ただ、いつまでにというのは、コロナの収束

がいつだというのが断定できなければできないと思

っておりますので、そこは当然御容認いただけるの

かなと思っておりますし、もちろんコロナを収束さ

せて、地域医療の充実だとか、湖西病院を含めた医

療の充実ということを中身も含めて、それはしっか

り、もう何回か申し上げたと思うのですけれども、

具体策が見えないというのはちょっとどうかなと思

っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私としては、どうしても、そ

ういった方向で行かないと、いろいろな大勢の人が

動かないもので、市長がこっちの方針だよといった

ら、それに合わせて、どこの部署が中心になって計

画をつくって、それに向かっていくという形でない

と、何かどこがどうしているのか分からないと。市

長はやっているというような感じの話をされるのだ

けど、具体的なことがやっぱり分かるようにするに
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は、そういった計画をつくって大勢の人間を動かす

ような形で進めていってもらいたいと私は思います。 

 以上を述べて、１番を終わります。 

 ２番目としては、経営改善、これも毎度言ってい

る話なのですが、どういうふうに進めようと思って

いるのか、また、後ろのほうにあるのですが、「逆

境を楽しめることが、最後に笑う」という言葉があ

りますが、その辺はどうやって逆境を経営改善の中

で楽しむつもりなのか、その辺をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 逆境を楽しむのは別にこの経営改善について言っ

たわけではありませんので、市全般の政策について、

特にコロナ禍、そこの中を乗り越えていくと、もし

くは人口減少対策全般を乗り越えていくということ

ですので、そこは御理解いただければなと思ってお

ります。 

 経営改善のお話、これはまた３か月に１回という

ことですのでお話しさせていただきますけれども、

やっぱり今のコロナ禍をまず乗り越えること、相当、

今、病院の職員の皆さん、医師会の皆さんは疲弊さ

れていますので、まずはそこを全力で当たっていた

だいて、そして乗り越えていくこと、これが何より

も経営改善をするに当たっても心身ともに正常なと

いいますか、健常な形で進めていただくのがまずは

当然重要だと思っております。その中で経営改善と

なると、医療サービス、もしくは地域医療の充実と

いうことと同時並行でつなげていかないといけない

わけですから、利用する患者さんだとかを増やして

いく、そのためにはスタッフも充実させていく、ま

ずはそれが、この入院患者が、もしくは外来患者が

減少したり、なかなかそこがコロナ禍で控えられて

いる部分も含めて改善していかなければいけない、

そういったものを行っていくことが大事だと思って

います。 

 具体的には、やっぱり退職だとか、残念ながら亡

くなられた方もそうですけれども、そういった常勤

医の方々は、何とか今年、４月も含めて、整形だと

か内分泌だとか小児科だとか、そういった補充のめ

どはついてきましたので、そういった補充をさらに

これからも努力を続けていかないといけないですし、

体制の充実が利用される医療体制の充実、また、増

収にもつながっていくと思っております。 

 同時並行で、さっきの答弁でも申し上げましたけ

れども、やはり湖西市内ではできないような高度急

性期の手術後等々の回復期の受入れのアプローチを

続けていかないといけないと思っています。これも

なかなかコロナ禍で、やりたくても、相手方のある

問題ですので、なかなかアプローチができないとい

うのは非常に歯がゆい思いではありますけれども、

継続して行っていかなければいけないことだと思っ

ております。 

 さらには、先ほどの具体的なものがというので改

めて何回か目になりますけれども申し上げておくと、

やはり湖西病院で言えば、これからかかりつけ医療

だとか在宅医療、さっきの回復期もそうですけれど

も、そういったところへの比重を拡大していく、さ

らには、そのためには地域に入っていって、かかり

つけ医だとか在宅も含めた診療を拡充していく、そ

のために総合診療医ですね、これはいろいろなとこ

ろで家庭医とかいう言われ方もしていますし、どう

いった言い方でもいいですけれども、総合診療医を

中心とした地域に密着した医療サービスを展開して

いくということが大事だと思っておりますので、そ

ういった様々な一つ一つを、繰り返しで恐縮ですが、

いつまでにというのはコロナ禍の収束とともにとい

うことで述べさせていただいて、もちろんできるこ

とは今でも、当然、全くお会いできないとか、全く

相手方と話せないということではありませんので、

このコロナ禍の時間を何とか効果的に取って、でき

ることは進めていくということが大事だと思ってお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私は楽しむ方法として一つ提

案したいと思うのですが、病院自身で稼ぐ金額と病

院の使っている費用、その差の推移をもって、どう

推移していったかということで、それが全てではな

いけれども、経営的にはそういう推移で見ていくと、

例えば、平成22年のときのそういう数字ですが、10

億1,300万円かな、そのくらいの差がありました。
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それで、令和元年度は７億3,800万円という私の計

算になります。それで、令和２年度が８億9,400万

円、そういうふうに一度そこまで下がって、また、

ここから上がったと変わってきているけれども、確

かにいろいろな問題で中で改善をしてくれて、こう

なったと私は数字的には見ていますけれども、これ

以上行くとなると、より皆さんに分かりやすく、い

ろいろなことをやってもらわないといけないという

内容が出てくるかと思います。 

 それで、その中で、今、私の思っている、どこに

原因があるかということを考えた場合、私はやっぱ

り病院のシステムに問題があると思います。何にあ

るかということは、営業助成という部分があるので

すが、この営業助成が企業会計に合わないと。企業

会計は、どこにどう割り振って、どこに企業会計だ

と、いいところと悪いところがあるかということが

経理で分かるようなシステムにならないといけない

と思うのだけれども、それが十把一からげで営業助

成という形になってしまっているもので、ここの部

分をどの科に、どういうようなことで割り振るよう

なシステムにしないと、そこで丸められて、何か分

からんことはそこで済ましちゃうと、それで内容的

には具体的にならないと私は思います。 

 それで、病院の担当者も、そこら辺をどうやって

予算決算でうまく入れ込むかということが仕事にな

ってくるのではないかなと、私は自分でいろいろや

ってみた結果、そういう感じを持ちます。やっぱり

それを解消するには、デジタル化で、どこの部分に

どれだけの営業助成の費用が行っているか分けて、

それで、その内容の進め方でどうそれぞれがしてい

るかというふうにしていかないと、いつまでたって

も、その部分で止まってしまって改善は進まない、

いろいろなことがそこでやりやすいほうに行ってし

まうということで、これ以上のことは改善が進んで

いかないのではないかと私は思います。それで、私

は、こういう形のやり方で行っては、いつまでたっ

ても10億円前後の費用がかかってくるのではないか

と。 

 私の知っている豊田市のほうの病院の地域医療セ

ンターみたいなところでは、やっぱりコンサルタン

トを入れて、第三者の目というか、冷静な目で見て

もらって、悪い点を改善していくということをやっ

て、市の繰り出しがうちよりかずっと少なくやって

いる事例もあります。そこが必要ならば私も紹介は

しますけれども、そういうふうに今の問題を解決す

るのだったら、やっぱりデジタル化で営業助成の丸

まっている部分を具体的に分けて、それをどうやっ

て対策していくかということが課題になろうかと思

います。そういうふうに私は考えますけど、どうで

すか、市長。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 その分析が中村議員にとって逆境を楽しむという

ことであれば、それはいいことではないかと思って

おりますし、今の御質問の中にあった診療科目等々

に関しては、これまでも減らしてきていますし、科

目別の当然収支は毎回御報告をいただいて、そこは

院内でも改善の方向に向けては診療科目別にはやっ

ていただいています。 

 ただ、営業助成、もちろんこれは一つ一つ全部ひ

もつきでできれば、それにこしたことはありません

けれども、共有機器も含めてありますので、そこは

セグメント別に見た上で、どういったものを買いま

すね、買いませんねだとか、診療科目をどうしてい

きましょうねということは継続的にやっていかなけ

ればいけないと認識しております。そこはまさに現

在進行形ですし、先ほど具体的なものを申し上げま

したけれども、まずはコロナ禍を乗り越えた上で、

そういったことも同時並行でできるものは含めてで

すけれども、やっていくことは、そこは見解は相違

しないのかなと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 中村博行君。 

○16番（中村博行） ありがとうございました。 

 以上で終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、16番 中村博行君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、３月定例会に予定しておりま

した一般質問を終わります。 

 ここで、１時間を大分超えておりますので、暫時

休憩といたします。再開は14時25分とさせていただ
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きます。 

午後２時11分 休憩 

───────────────── 

午後２時25分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第２ 議案第32号 ロシ

ア連邦のウクライナへの軍事侵攻を非難する決議を

議題といたします。 

 事務局長に朗読させます。 

  〔議会事務局長朗読〕 

○議長（馬場 衛） 二橋議員に提案理由の説明を

求めます。18番 二橋益良君。 

  〔18番 二橋益良登壇〕 

○18番（二橋益良） 18番 二橋益良。 

 ただいま追加議案に出されたロシア連邦のウクラ

イナへの軍事侵攻を非難する決議についての説明を

させていただきます。 

 ウクライナへのロシア侵攻により、多くの生命、

財産が失われ、永遠の平和は人類共通の願いであり、

その行為は許すことのできない、断固たる決意を示

さなければなりません。 

 湖西市議会においても議員全員の賛同を得て、こ

こに決議いたします。 

 朗読させます。 

 ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻を非難する

決議書。 

 去る２月24日、国際社会の懸命な外交努力にもか

かわらず、ロシア連邦はウクライナへの軍事侵攻を

開始した。これは民主的に選出された政権と、その

国の主権を武力によって否定する行為である。 

 さらに、２国だけの問題ではなく、国際秩序の根

幹を揺るがす行為として、国連総会もロシア軍の即

時撤退を141対５で採択した。 

 本市議会は、人道的見地からも、ロシア連邦が直

ちに戦闘を停止し、速やかに世界との話合いの席に

着くことを強く訴える。 

 以上、決議する。 

 令和４年３月８日、静岡県湖西市議会。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 説明は終わりました。 

 本件は質疑、委員会付託、討論を省略し、直ちに

採決したいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、直ちに採決

いたします。本案を原案のとおり決することに賛成

の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第32号 ロシア連邦のウクライナへの軍

事侵攻を非難する決議は原案のとおり可決されまし

た。 

───────────────── 

 以上で本日の日程は終了いたしました。本日はこ

れにて散会いたします。お疲れさまでございました。 

午後２時30分 散会 

───────────────── 

 


